
〜定額給付金一斉受付のお知らせ〜

主に、郵送での申請および必要書類のコピーをすること
が困難な方を対象に、下記のとおり実施します。

4月18日（土）・19日（日）両日は佐敷・知念・玉城・大里の各地区ごとに巡回
バスがピストン運行しますので、交通手段のない方はご利用下さい。《詳しく
は、後日お知らせします》

南城市職員の勤務時間の変更に伴い開庁時間が、4月1日から次のように変更にな
ります。ご理解の程よろしくお願いします。（特別な勤務の職場は別に定めます）

※昼休み時間（12時～13時）の窓口業務は今までどおり行なっています。
　お問い合わせ　総務課（玉城庁舎）TEL 948－7111

市役所の開庁時間変更のお知らせ

現行　8時30分～17時30分　⇒　変更後　8時30分～ 17時15分

くう太

発行／南城市　〒901−0695　南城市玉城字富里143番地（情報推進課）　ＴＥＬ（098）948-7229　ＦＡＸ（098）852-6004
http://www.city.nanjo.okinawa.jp/

観光に関するお問い合せ
　観光・文化振興課	 TEL 947−1100
なんじょうなび！に関するお問い合せ
　情報推進課	 TEL 948−7229

◎申 請 日 時

◎申 請 場 所

◎持参するもの

4月18日（土）～19日（日）

午前9時 ～ 午後5時まで

玉城庁舎・大里庁舎・佐敷出張所・知念出張所の各市民課窓口
（久高島：久高小中学校 18日（土）午前10時～午後4時受付）

4月上旬に送付された『定額給付金申請書（請求書）』を確認

し、印鑑・身分証明書・通帳等をご持参の上おこし下さい。

詳しくは…　南城市役所　定額給付金実施本部（大里庁舎1階）
　　　　　　〒901－1292　南城市大里字仲間807番地
　　　　　　TEL　946－8817　　FAX　946－9090

申

請
受付は4月15日から

!

市役所の開庁時間変更のお知らせ

［広報］

No.40

平成21年4月号

平成 21 年 4 月 3日発行

南城市の人口
（外国人登録を含む）

平成 21 年 3 月 1日現在

			  （前月比）

	世帯数	 13,896 戸	 （＋ 13）

	 男	 20,454 人	 （＋　2）

	 女	 20,217 人	 （－ 11）

	 計	 40,671 人	 （－　9）

夏へまっしぐら　あざまで海開き
沖縄本島で一番早い海開きが 3 月 21 日、あざまサンサンビーチで開か
れました。関係者によるテープカットの後、待ちきれない多くのこども
たちが一斉に海に向かって元気よく走り出しました。
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は
じ
め
に

　

平
成
21
年
南
城
市
議
会
３
月
定
例

会
の
開
会
に
あ
た
り
、
議
員
各
位
の

ご
健
勝
を
お
慶
び
申
し
上
げ
、
日
頃

の
ご
精
励
ご
活
躍
に
対
し
敬
意
と
感

謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
南
城
市
が
誕

生
し
て
３
年
余
、
初
代
市
長
と
し
て

仕
上
げ
の
年
と
な
り
ま
す
平
成
21
年

度
の
当
初
予
算
は
じ
め
各
議
案
を
提

案
す
る
に
あ
た
り
、
市
政
運
営
に
取

り
組
む
基
本
的
な
考
え
方
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
は
、
市
長
就
任
以
来
今
日
ま

で
、
直
面
す
る
多
く
の
課
題
に
対
応

し
な
が
ら
、
人
と
自
然
が
調
和
し

た
「
日
本
一
元
気
で
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
旗
頭
に
、
将
来
を
見
据

え
、
冷
静
か
つ
積
極
果
敢
に
行
政
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。
市
民
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
の
お
陰
を
も
ち
ま

し
て
一
定
の
成
果
を
あ
げ
、
南
城
市

が
、
元
気
で
活
力
の
あ
る
ま
ち
と
し

て
注
目
を
集
め
て
い
る
こ
と
は
、
市

政
を
預
か
る
者
と
し
て
大
き
な
励
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

分
権
改
革
が
本
格
的
に
動
き
だ

活
か
し
た
「
日
本
一
元
気
で
魅
力
あ

る
南
城
市
」
を
目
指
し
、今
後
と
も
、

市
民
と
と
も
に
ひ
た
む
き
に
市
政
運

営
に
取
り
組
み
、
挑
戦
す
る
姿
勢
を

貫
き
な
が
ら
勇
気
と
希
望
を
も
っ
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　

常
に
市
民
の
目
線
に
立
ち
、
現
場

の
声
に
耳
を
傾
け
、
南
城
市
の
あ
る

べ
き
姿
を
絶
え
ず
考
え
な
が
ら
、
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で「
選
択
と
集
中
」

に
よ
る
施
策
を
展
開
し
、
市
民
が
安

全
・
安
心
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

南
城
市
の
発
展
に
と
っ
て
大
き
な

課
題
で
あ
る
土
地
利
用
に
つ
い
て

は
、
総
務
省
か
ら
招
へ
い
し
た
政
策

調
整
監
の
力
を
最
大
限
に
活
用
し
な

が
ら
、
市
の
主
体
性
が
発
揮
で
き
る

南
城
市
型
の
土
地
利
用
計
画
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
懸
案
の
厚
生
年
金
休
暇
セ

ン
タ
ー
の
跡
利
用
に
つ
い
て
は
、
幸

い
方
向
性
を
同
じ
く
す
る
タ
ピ
ッ
ク

沖
縄
株
式
会
社
が
落
札
し
ま
し
た
。

今
後
、
連
携
を
図
り
つ
つ
統
合
医
療

の
視
点
か
ら
の
観
光
振
興
、
地
域
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
積
極
的
な
市
民
参
画
や

市
民
の
創
意
工
夫
を
活
か
し
た
ま
ち

し
、
国
と
地
方
の
役
割
分
担
が
見
直

さ
れ
る
中
、「
自
己
決
定
・
自
己
責

任
」
の
原
則
の
も
と
、
地
域
に
軸
足

を
置
い
た
自
立
的
で
主
体
的
な
ま
ち

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市

民
が
主
役
と
な
っ
て
総
意
と
工
夫
で

活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い

く
た
め
に
は
、
行
政
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
と
情
報
共
有
が
必
要
で

す
。
今
後
と
も
、
行
政
情
報
の
積
極

的
な
提
供
と
市
民
参
画
の
取
り
組
み

な
ど
を
基
本
と
し
て
透
明
性
の
高
い

風
通
し
の
良
い
市
政
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

世
界
的
な
社
会
経
済
情
勢
の
変
化

に
伴
い
、
国
は
も
と
よ
り
地
方
は
か

つ
て
な
い
変
革
の
時
代
を
迎
え
て
お

り
ま
す
。
地
域
経
済
の
低
迷
、
少
子

高
齢
化
の
進
展
、
社
会
保
障
費
の
増

大
な
ど
、
将
来
へ
の
不
安
や
不
透
明

さ
だ
け
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
こ

の
困
難
を
克
服
し
新
し
い
可
能
性
を

見
い
だ
し
た
者
こ
そ
が
、
大
き
な
時

代
の
う
ね
り
を
乗
り
越
え
、
市
民
が

夢
と
希
望
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
が

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
力
の
向
上
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
を
促
し
、
よ
り
良
い
地
域

社
会
づ
く
り
に
資
す
る
た
め
、「
上

が
り
太
陽
プ
ラ
ン
（
市
民
提
案
型
ま

ち
づ
く
り
活
動
助
成
事
業
）」
を
創

設
い
た
し
ま
す
。

　

国
の
第
２
次
補
正
予
算
で
計
上
さ

れ
た
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時

交
付
金
事
業
に
引
き
続
き
取
り
組
む

と
と
も
に
、
景
気
後
退
下
で
の
市
民

の
生
活
支
援
と
地
域
の
経
済
対
策
に

資
す
る
た
め
、
定
額
給
付
金
給
付
事

業
の
円
滑
な
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

１
．
地
域
に
根
ざ
し
た
活
力
あ
る
産

業
の
ま
ち
づ
く
り

　

は
じ
め
に
、「
農
業
の
振
興
」
に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
優
良

農
用
地
の
保
全
・
確
保
に
努
め
、
農

業
生
産
基
盤
の
整
備
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
担
い
手
の
育
成
・
確
保
、

農
用
地
の
利
用
集
積
、
農
業
経
営
の

法
人
化
の
推
進
等
、
農
業
構
造
を
改

善
し
、
農
業
経
営
の
安
定
と
生
産
性

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ

の
一
環
と
し
て
、
耕
作
放
棄
地
解
消

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
土
地
改
良

区
域
内
の
耕
作
放
棄
地
を
重
点
に
そ

で
き
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

１
期
４
年
の
最
終
年
と
な
る
平
成

21
年
度
は
、
新
し
い
南
城
市
の
取
り

組
み
を
加
速
し
、
本
格
化
し
て
い
く

正
念
場
の
年
と
決
意
を
新
た
に
し
、

現
場
の
声
を
大
切
に
し
な
が
ら
、「
選

択
と
集
中
」
を
基
本
に
施
策
・
事
業

の
緊
急
度
、
優
先
度
を
勘
案
し
つ
つ

具
現
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
３

年
間
の
成
果
と
行
政
経
験
を
活
か

し
、「
急
が
ず
あ
せ
ら
ず
、
地
道
に

確
実
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
し
っ
か

り
と
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
市
民

福
祉
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
そ
し
て
、南
城
市
の
持
つ
人
材
、

歴
史
・
文
化
、
自
然
景
観
な
ど
の
豊

か
な
資
源
を
活
か
し
て
南
城
市
の
魅

力
を
さ
ら
に
輝
か
せ
、
発
信
し
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

基
本
施
策

　

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
に
端

を
発
し
た
金
融
危
機
は
、
世
界
を
同

時
不
況
に
巻
き
込
み
、
テ
ロ
リ
ズ
ム

や
地
域
紛
争
は
多
発
化
の
様
相
を
呈

す
る
な
ど
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
国

際
情
勢
は
依
然
緊
張
し
た
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
温
暖
化
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
問
題
な
ど
地
球
規

模
の
問
題
へ
の
対
応
も
国
際
社
会
の

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

の
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、市
町
村
経
営
構
造
対
策
事
業（
大

里
銭
又
地
区
（
果
樹
ハ
ウ
ス
及
び
附

帯
施
設
））
は
平
成
20
年
度
に
地
区

認
定
を
受
け
ま
し
た
。
21
年
度
は
施

設
整
備
（
果
樹
（
マ
ン
ゴ
ー
）
ハ
ウ

ス
、
事
業
主
体
：
Ｊ
Ａ
（
リ
ー
ス
事

業
））
の
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

事
業
主
体
や
関
係
者
と
連
携
し
円
滑

な
事
業
執
行
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

さ
と
う
き
び
は
、
経
営
安
定
対
策

に
よ
る
交
付
金
が
22
年
度
産
か
ら
は

本
則
が
適
用
さ
れ
特
例
期
間
が
終
わ

り
ま
す
。
本
市
の
生
産
農
家
の
ほ
と

ん
ど
が
21
年
度
産
ま
で
交
付
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
Ａ
―
５
と
い

わ
れ
る
小
規
模
の
特
例
農
家
で
す
。

市
や
関
係
機
関
で
は
こ
れ
ま
で
、
特

例
農
家
が
22
年
度
産
以
降
も
交
付
金

が
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

本
則
要
件
へ
の
誘
導
策
に
つ
い
て
話

し
合
い
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
幾
つ
か
の
課
題
は
残
さ

れ
て
い
る
も
の
の
基
本
的
な
方
向
性

が
定
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
引
き
続

き
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
残

さ
れ
た
課
題
の
解
決
や
農
家
の
合
意

形
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

優
良
家
畜
導
入
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
肉
用
牛
生
産
経
営
の
発
展
に

　

国
内
に
お
き
ま
し
て
は
、
食
の
安

全
を
脅
か
す
事
件
や
理
不
尽
で
身
勝

手
な
犯
罪
が
増
加
し
、
深
刻
な
雇
用

不
安
や
年
金
を
は
じ
め
と
す
る
社
会

保
障
へ
の
不
信
感
が
広
が
る
な
ど
、

信
頼
と
安
心
が
大
き
く
揺
ら
い
で
い

ま
す
。
ま
た
、
県
内
で
は
、
１
月
に

発
生
し
た
不
発
弾
爆
発
事
故
が
県
民

に
大
き
な
不
安
を
与
え
る
一
方
、
在

沖
米
海
兵
隊
の
グ
ァ
ム
移
転
協
定
の

国
会
審
議
の
行
方
が
関
心
事
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

経
済
面
で
は
、
世
界
経
済
の
減
速

に
よ
り
輸
出
関
連
産
業
を
中
心
に
生

産
調
整
や
雇
用
調
整
が
相
次
ぐ
な

ど
、
国
内
経
済
は
か
つ
て
な
い
厳
し

い
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
沖
縄

県
に
お
い
て
も
、
そ
の
影
響
が
各
方

面
に
出
始
め
て
お
り
、
雇
用
情
勢
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

国
は
、厳
し
い
経
済
情
勢
に
鑑
み
、

平
成
21
年
度
予
算
配
分
の
重
点
化
に

あ
た
っ
て
は
、「
生
活
者
の
暮
ら
し

の
安
心
」「
金
融
・
経
済
の
安
定
強
化
」

及
び
「
地
方
の
底
力
の
発
揮
」
に
施

策
を
集
中
し
、各
施
策
に
つ
い
て
は
、

成
果
目
標
を
提
示
し
、
厳
格
な
事
後

評
価
、
政
策
評
価
等
を
活
用
し
、
歳

出
の
効
率
化
・
合
理
化
を
進
め
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

資
す
る
た
め
、
引
き
続
き
市
独
自
の

積
立
基
金
を
活
用
し
て
ブ
ラ
ン
ド
牛

確
立
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
21
年
度
は
積
み
立
て
基
金

の
目
標
額
を
増
額
し
、
取
り
組
み
を

一
層
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
の
生
産
基
盤
整
備
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
現
在
継
続
中
の
玉
城
西
部

地
区
な
ど
の
む
ら
づ
く
り
交
付
金
事

業
、
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
支
援
交
付
金
の
稲
嶺
地
区
農
業
用

用
排
水
施
設
整
備
工
事
な
ど
の
早
期

完
成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
新

規
採
択
の
大
里
南
地
区
の
む
ら
づ
く

り
交
付
金
事
業
、
船
越
土
砂
崩
壊
防

止
整
備
事
業
、
福
原
地
区
農
業
用
用

排
水
路
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
平

成
21
年
度
か
ら
着
手
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
中
山
地
区
、
親
慶
原
地
区
の

冠
水
被
害
対
策
の
た
め
農
山
漁
村
活

性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
交
付
金
事

業
の
新
規
事
業
採
択
に
向
け
て
も
、

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

次
に
、「
水
産
業
の
振
興
、
漁
港

漁
場
整
備
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
食

の
安
全
性
が
問
題
化
し
て
い
る
昨

今
、
漁
獲
物
の
品
質
及
び
衛
生
管
理

を
徹
底
し
た
ブ
ラ
ン
ド
化
の
確
立
と

生
産
安
定
化
、
販
路
の
拡
大
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
財
政
の
運
営
に
あ

た
っ
て
は
、
分
権
改
革
の
進
展
に
伴

い
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政
シ
ス

テ
ム
の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
と
と
も

に
、「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行
に
よ

り
、
徹
底
し
た
情
報
開
示
の
も
と
、

自
主
的
な
改
善
努
力
に
よ
る
財
政
健

全
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
本
市
の
平

成
21
年
度
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
の
三
位
一
体
改
革
の
影
響
、
経
済

の
悪
化
に
よ
る
税
収
等
の
落
ち
込
み

に
よ
り
極
め
て
厳
し
い
予
算
編
成
と

な
り
ま
し
た
が
、
市
民
満
足
度
を
高

め
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
が
及
ば
な

い
よ
う
、
各
分
野
の
事
務
経
費
を
削

減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
質
的
な
施

策
や
事
業
の
財
源
確
保
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
特
に
公
共
投
資
に
つ

い
て
は
、
義
務
教
育
施
設
の
整
備
や

道
路
、
産
業
基
盤
の
整
備
な
ど
、
市

民
か
ら
切
実
な
要
望
の
あ
る
事
業
に

取
り
組
む
よ
う
努
め
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。　

　

私
は
、「
市
民
と
協
働
に
よ
る
元

気
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
人
と
自

然
・
文
化
が
調
和
し
た
温
も
り
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
」「
夢
と
希
望
に
満

ち
た
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
基

本
理
念
に
、
地
域
特
性
を
最
大
限
に

　

漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
燃
料

費
等
の
価
格
の
変
動
や
漁
価
の
低
迷

で
経
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
現
状
で
あ
り
依
然
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
漁
業
協
同

組
合
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
、
水
産
基
盤
の
整
備
拡
充
を

図
る
と
と
も
に
、
既
存
沿
岸
漁
業
や

養
殖
漁
業
、
魚
介
類
の
稚
魚
放
流
等

の
「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」
や
「
体

験
型
漁
業
」の
一
層
の
推
進
を
図
り
、

水
産
業
の
振
興
発
展
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。　

　

主
な
事
業
と
し
て
、
漁
村
再
生
交

付
金
事
業
を
継
続
し
て
実
施
す
る
と

と
も
に
、
平
成
21
年
度
は
海
野
漁
港

（
板
馬
地
区
）
に
多
目
的
広
場
の
整

備
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
新
規
事

業
と
し
て
は
、
南
城
市
沖
合
の
水
深

８
０
０
メ
ー
ト
ル
に
浮
魚
礁
（
中
層

型
魚
礁
）
を
２
基
設
置
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
厳
し
い
経
営
状
況
に
あ
る

漁
業
者
を
支
援
す
る
た
め
、
市
単
独

で
燃
油
高
騰
対
策
補
助
金
を
交
付
し

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
沖
縄
県

営
事
業
に
お
き
ま
し
て
は
、
地
域
水

産
物
供
給
基
盤
整
備
事
業
に
よ
り
海

野
漁
港
整
備
と
漁
場
整
備
を
継
続
し

て
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
「
商
業
の
振
興
」
に
つ
き
ま
し
て

平
成
21
年
度
施
政
方
針
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は
、
南
城
市
商
工
会
を
中
心
に
経
営

基
盤
の
強
化
と
近
代
化
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
市
と
し

て
も
、
商
工
会
と
一
層
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、

賑
わ
い
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、「
観
光
の
振
興
」
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
。
本
市
に
は
、
自
然

や
文
化
、
歴
史
な
ど
の
数
多
く
の
観

光
資
源
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

の
魅
力
を
積
極
的
に
利
活
用
し
て
知

名
度
を
高
め
、
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
を

さ
ら
に
高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

魅
力
あ
る
観
光
都
市
を
め
ざ
し
、

平
成
19
年
度
に
策
定
し
た
観
光
振
興

計
画
で
示
さ
れ
た
「
自
然
・
歴
史
・

文
化
が
織
り
な
す
ハ
ー
モ
ニ
ー
～
こ

こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
・
癒
し　

な

ん
じ
ょ
う
～
」
の
基
本
理
念
に
基
づ

き
、
課
題
に
対
応
し
た
観
光
振
興
施

策
を
計
画
的
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
は
、
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
観
光
協
会
の
早
期
設

立
、
案
内
ガ
イ
ド
を
は
じ
め
と
す
る

人
材
育
成
な
ど
の
観
光
振
興
施
策
に

つ
い
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

  

地
域
お
こ
し
や
観
光
振
興
の
最
適

な
素
材
と
し
て
重
点
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
体
験
滞
在
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ

謝
の
心
」、「
思
い
や
り
の
心
」、「
畏

敬
の
念
」
を
培
う
と
同
時
に
「
基

本
的
な
生
活
習
慣
」
の
定
着
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
青

少
年
育
成
市
民
会
議
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
、
青
年
連
合
会
、
子
ど
も
会
育
成

連
絡
協
議
会
等
と
の
連
携
協
力
に
努

め
、
青
少
年
教
育
上
の
有
害
環
境
の

浄
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
子
ど
も

た
ち
の
団
体
活
動
・
体
験
活
動
・
社

会
参
加
活
動
を
積
極
的
に
促
進
し
、

青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
「
丈
夫
な
体
」
の
育
成
に
つ
き
ま

し
て
は
、
主
と
し
て
保
健
体
育
・
家

庭
科
な
ど
の
教
科
学
習
に
お
い
て
健

康
・
安
全
に
対
す
る
正
し
い
知
識
・

理
解
・
実
践
力
の
定
着
を
図
り
、
運

動
部
活
動
や
社
会
体
育
の
促
進
に

よ
っ
て
体
力
の
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、「
食
育
」
が
今
日

的
な
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
校

給
食
や
「
弁
当
の
日
」
を
通
し
て
学

校
・
家
庭
の
連
携
を
図
り
、
食
生
活

の
改
善
と
幼
少
期
か
ら
の
生
活
習
慣

病
予
防
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

南
城
市
で
唯
一
の
離
島
に
あ
る
久

高
小
中
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
島

の
良
さ
を
生
か
し
つ
つ
離
島
の
ハ
ン

デ
ィ
に
配
慮
し
た
条
件
整
備
を
行

い
、
久
高
島
留
学
セ
ン
タ
ー
を
支
援

い
て
は
、
体
験
交
流
施
設
の
利
活
用

と
併
せ
て
推
進
し
、
観
光
人
材
バ
ン

ク
の
拡
充
を
図
り
、
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
南
城
市
の
魅
力
を

十
二
分
に
発
信
し
て
い
く
体
制
づ
く

り
と
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活

動
の
確
立
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
平

成
21
年
度
は
、
道
の
駅
等
導
入
調
査

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
集
大
成
で
あ

る
「
神
の
さ
と
・
南
城
ウ
ォ
ー
ク
」

に
よ
る
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、

平
成
21
年
度
か
ら
は
事
業
主
体
及
び

活
動
拠
点
を
市
商
工
会
に
移
し
、
健

康
と
癒
し
を
テ
ー
マ
と
し
た
ヘ
ル
ス

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
具
現
化
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
３
年
間
に
わ
た
り

地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
ご

活
躍
い
た
だ
き
ま
し
た
財
団
法
人
日

航
財
団
の
佐
藤
和
幸
様
に
心
か
ら
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
佐
藤
様
に

は
、
新
た
に
市
商
工
会
の
事
務
局
長

に
就
任
さ
れ
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご

支
援
を
賜
り
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。

　

久
高
島
伝
統
の
イ
ラ
ブ
ー
薫
製
品

す
る
な
ど
へ
き
地
教
育
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
の
教
育
施
設
に
つ
き
ま
し
て

は
、
児
童
生
徒
の
健
康
・
安
全
を
第

一
に
、
快
適
で
教
育
効
果
の
高
い
学

習
環
境
の
創
出
と
維
持
管
理
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
21
年
度
は
、

大
里
南
小
学
校
の
校
舎
改
築
や
屋
内

運
動
場
改
築
事
業
を
引
き
続
き
推
進

す
る
と
と
も
に
、
船
越
小
学
校
の
施

設
整
備
事
業
に
先
立
ち
、
基
本
計
画

及
び
実
施
設
計
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
併
せ
て
、
百
名
幼
稚
園
・

船
越
幼
稚
園
・
玉
城
幼
稚
園
の
３
園

の
玉
城
幼
稚
園
へ
の
統
廃
合
に
向
け

て
、
施
設
の
改
修
・
増
築
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
「
心
豊
か
な
人
材
を
育
む
教
育
・

文
化
の
ま
ち
づ
く
り
」
で
生
涯
学
習

の
果
た
す
役
割
は
極
め
て
大
き
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
学
校
教
育

以
外
の
生
涯
学
習
を
推
進
す
る
た
め

に
は
、
市
民
が
「
い
つ
で
も
」、「
ど

こ
で
も
」、「
だ
れ
で
も
」、「
な
ん
で

も
」
学
習
で
き
る
条
件
整
備
が
必
要

で
す
。

　

そ
の
た
め
、
広
く
市
内
外
の
学
習

情
報
を
市
民
に
提
供
し
、
市
民
の
学

習
意
欲
の
向
上
と
学
習
活
動
を
促
す

と
と
も
に
、
図
書
館
活
動
の
一
層
の

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、

を
地
元
で
商
品
化
し
、
島
の
発
展
に

寄
与
す
る
た
め
、
平
成
21
年
度
は
沖

縄
離
島
振
興
特
別
対
策
事
業
に
よ
り

水
産
加
工
施
設
を
整
備
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

南
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
高
齢
者
の
生
き
甲
斐
づ
く
り
や

地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
平
成
20
年

４
月
１
日
か
ら
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
と
し

て
活
動
を
始
め
、
会
員
や
地
域
住
民

に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
会
員
も
順
調

に
増
え
、
今
年
４
月
１
日
か
ら
は
社

団
法
人
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
市
と
し
て

も
活
動
の
充
実
強
化
に
向
け
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

２
．
心
豊
か
な
人
材
を
育
む
教
育
・

文
化
の
ま
ち
づ
く
り

  
南
城
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
と
愛
着
を

持
ち
、
心
身
共
に
健
や
か
に
成
長
す

る
こ
と
は
、
全
て
の
市
民
の
願
い
で

あ
り
、
教
育
の
目
標
で
あ
り
ま
す
。

私
は
、市
民
が
地
域
の
自
然
や
歴
史
・

文
化
な
ど
を
学
ぶ
学
習
機
会
の
拡
充

と
教
育
環
境
の
整
備
、
生
涯
学
習
の

推
進
に
努
め
、
教
育
・
文
化
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
幼
児
教
育
に
つ
き
ま
し
て

は
、
家
庭
教
育
を
行
う
親
へ
の
支
援

知
念
・
玉
城
の
両
中
央
公
民
館
及
び

大
里
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
と
し
て
、
各
種
学
級
・
講
座
等
の

事
業
を
実
施
し
、
市
民
の
学
習
・
交

流
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
戦
中
・
戦
後
の
混
乱
の

中
で
義
務
教
育
の
機
会
を
失
っ
た

方
々
や
、
退
職
後
に
改
め
て
学
校
で

学
び
た
い
高
齢
者
等
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
、
小
学
校
や
中
学
校
で
学
ぶ
リ

カ
レ
ン
ト
教
育
を
引
き
続
き
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
が
地
域
の
豊
か
な
伝
統
文
化

や
文
化
財
を
誇
り
と
し
、
愛
護
す
る

こ
と
は
、
市
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
形
成
活
動
そ
の
も
の
で
あ

り
、
ま
ち
づ
く
り
の
中
核
を
担
う
も

の
だ
と
考
え
ま
す
。
引
き
続
き
世
界

遺
産
「
斎
場
御
嶽
」
を
は
じ
め
、
多

く
の
文
化
財
の
保
護
・
活
用
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
は
、
国
指
定
史
跡
で

あ
る
糸
数
城
跡
・
知
念
城
跡
・
玉
城

城
跡
の
保
存
修
理
事
業
を
継
続
し
つ

つ
、
島
添
大
里
グ
ス
ク
・
佐
敷
上
グ

ス
ク
の
国
指
定
に
向
け
た
調
査
事
業

を
実
施
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
国
の

事
業
と
し
て
導
入
し
た
「
文
化
財
総

合
的
把
握
モ
デ
ル
事
業
」
を
引
き
続

き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

順
調
に
進
め
ら
れ
て
い
る
市
史
編

や
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な

ど
に
よ
り
、
地
域
で
支
え
る
幼
児
教

育
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
幼
稚

園
に
お
け
る
預
か
り
保
育
の
充
実
に

努
め
、
義
務
教
育
前
の
教
育
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
少
子
化

の
中
に
お
け
る
幼
稚
園
教
育
の
充
実

の
た
め
に
、
幼
稚
園
の
統
廃
合
と
、

そ
れ
に
伴
う
条
件
整
備
を
力
強
く
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
小
学
校
・
中
学
校
の
教
育

に
つ
き
ま
し
て
は
、
子
ど
も
た
ち
一

人
一
人
に
「
確
か
な
学
力
」・「
豊
か

な
人
間
性
」・「
丈
夫
な
体
」
を
養

い
、
21
世
紀
を
心
豊
か
に
た
く
ま
し

く
「
生
き
る
力
」
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
教
育
条
件
の
整

備
に
努
め
、「
知
・
徳
・
体
」
調
和

の
取
れ
た
学
校
教
育
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
「
確
か
な
学
力
」
の
定
着
の
た
め

に
は
、
教
育
委
員
会
の
進
め
る
諸
々

の
学
力
向
上
対
策
を
強
力
に
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら

の
教
育
で
は
国
際
化
に
対
応
し
て
英

語
力
が
重
要
で
す
。
市
内
全
て
の
小

中
学
校
で
文
部
科
学
省
か
ら
３
年
間

の
指
定
を
受
け
て
取
り
組
ま
れ
て
い

る
「
研
究
開
発
学
校
事
業
（
英
語
）」

を
推
進
し
、
小
学
校
か
ら
の
英
語
教

育
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ

集
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
南
城

市
市
史
編
集
基
本
計
画
」
に
沿
っ
て

今
後
と
も
計
画
的
に
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
無
形
文
化
財
・
天
然
記
念

物
の
保
存
・
継
承
・
活
用
を
図
る
と

と
も
に
、
琉
歌
の
全
国
公
募
・
表
彰

事
業
を
継
続
し
て
南
城
市
の
歴
史
文

化
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

南
城
市
ら
し
い
、
文
化
の
薫
り
高

い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
文
化
・
芸
術
に
親
し
む
環
境
づ

く
り
や
貴
重
な
文
化
を
保
護
・
継
承

し
、
新
し
い
文
化
芸
術
の
創
造
に
努

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
民
の
一

体
感
を
目
指
し
て
、「
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー

ル
活
性
化
計
画
推
進
支
援
事
業
」が
、

財
団
法
人
地
域
創
造
の
助
成
を
受
け

て
平
成
20
年
度
か
ら
３
年
間
に
わ

た
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

折
し
も
今
年
６
月
１
日
に
は
シ
ュ

ガ
ー
ホ
ー
ル
が
開
館
15
周
年
を
迎
え

ま
す
。
平
成
21
年
度
は
そ
の
節
目
に

ふ
さ
わ
し
い
記
念
事
業
を
実
施
し
な

が
ら
、
活
性
化
計
画
で
策
定
さ
れ
た

事
業
目
標
の
実
現
に
努
め
、
先
に
控

え
る
市
民
参
加
に
よ
る
「
第
１
回
市

民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」「
南
城
市
の
新

し
い
芸
能
」
の
創
出
に
向
け
た
準
備

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
事
業
展
開
に
よ
っ
て
、
市
全
域

ら
に
、
中
学
生
・
高
校
生
の
米
国
短

期
留
学
事
業
や
小
学
生
・
中
学
生
を

対
象
に
し
た
県
内
の
Ｅ
Ｓ
Ｌ
キ
ャ
ン

プ
を
実
施
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人

材
育
成
の
基
礎
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

基
礎
学
力
の
不
十
分
な
児
童
生
徒

や
様
々
な
理
由
で
学
習
意
欲
を
失
っ

た
児
童
生
徒
を
支
援
す
る
た
め
、
引

き
続
き
非
常
勤
講
師
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
配
置
し
て
「
学
習
意
欲
回
復
支

援
特
別
ク
ラ
ス
設
置
事
業
」
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。　

  

ま
た
、
心
身
の
障
害
や
発
達
障
害

な
ど
の
ハ
ン
デ
ィ
を
も
つ
子
ど
も
た

ち
の
教
育
に
対
し
て
は
、
特
別
支
援

教
育
支
援
員
を
配
置
し
、
特
別
支
援

学
級
を
開
設
す
る
な
ど
、
個
々
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
教
育
支
援
の
も
と

で
「
自
立
」
と
「
社
会
参
加
」
を
支

援
い
た
し
ま
す
。

  

「
豊
か
な
人
間
性
」
を
育
成
す
る

た
め
、
全
て
の
教
科
学
習
・
学
校
生

活
全
体
を
通
じ
て「
道
徳
教
育
」・「
シ

テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
」
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
郷
土
の
伝

統
や
文
化
の
継
承
、
勤
労
体
験
・
自

然
体
験
・
奉
仕
活
動
な
ど
家
庭
教
育

や
社
会
教
育
と
連
携
し
て
、「
勤
労

を
貴
び
」、「
正
義
を
愛
す
る
心
」、「
郷

土
を
愛
す
る
心
」、「
公
共
心
」、「
感

を
文
化
芸
術
活
動
の
場
と
し
て
と
ら

え
、
幅
広
い
市
民
層
の
文
化
創
造
活

動
へ
の
参
加
を
促
し
、
全
国
に
先
駆

け
た
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
よ
り
一

層
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

３
．
温
も
り
あ
ふ
れ
る
福
寿（
健
康
・

福
祉
）
の
ま
ち
づ
く
り

　
「
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
活
習
慣
病
予

防
を
重
点
と
し
た
健
康
づ
く
り
の
た

め
の
料
理
講
習
会
や
親
子
料
理
教
室

の
開
催
な
ど
、
家
庭
は
も
と
よ
り
、

保
育
所
、
幼
稚
園
、
学
校
、
地
域
、

農
林
漁
業
関
係
者
な
ど
と
連
携
し

て
、
食
育
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、食
生
活
改
善
推
進
員
、

健
康
づ
く
り
推
進
員
の
増
員
を
図
り

つ
つ
養
成
・
育
成
に
努
め
、
推
進
員

が
地
域
ぐ
る
み
の
健
康
づ
く
り
活
動

を
主
体
的
・
継
続
的
に
行
え
る
よ
う

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

健
康
づ
く
り
推
進
委
員
会
を
設
置
し

た
自
治
会
に
モ
デ
ル
地
区
強
化
事
業

を
導
入
し
、
地
域
健
康
教
室
を
実
施

し
な
が
ら
健
康
づ
く
り
の
裾
野
を
拡

げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
の
医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、

40
～
74
歳
の
加
入
者
を
対
象
と
す
る

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
特
定
健

康
診
査
及
び
特
定
保
健
指
導
の
実
施
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が
義
務
づ
け
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
伴
い
、
南
城
市
特
定
健
康
診
査
等

実
施
計
画
に
基
づ
き
、
特
定
健
康
診

査
等
を
充
実
さ
せ
、
生
活
習
慣
病
等

の
予
防
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
併

せ
て
、
40
歳
未
満
の
若
い
世
代
の
生

活
習
慣
病
予
防
、が
ん
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
の
促
進
に
努
め
、
各
種
健

診
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

乳
ガ
ン
、
子
宮
ガ
ン
等
の
婦
人
健

診
に
つ
い
て
は
、
集
団
健
診
と
個
別

健
診
の
併
用
を
行
い
、
住
民
が
健
診

し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
ま
い
り
ま

す
。
引
き
続
き
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

（
乳
腺
・
乳
房
専
用
の
レ
ン
ト
ゲ
ン

撮
影
）
を
活
用
し
、
乳
ガ
ン
の
早
期

発
見
、
早
期
治
療
の
促
進
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
未
受
診
者
対

策
と
し
て
は
、
報
奨
金
制
度
を
活
か

し
、
健
康
づ
く
り
推
進
員
の
活
用
を

図
り
な
が
ら
、
引
き
続
き
ナ
イ
ト
健

診
を
積
極
的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

母
子
の
健
康
増
進
の
た
め
、妊
婦
、

乳
児
・
１
歳
６
か
月
児
・
３
歳
児
な

ど
の
健
康
診
査
や
２
歳
児
歯
科
検
診

等
を
小
児
保
健
協
会
な
ど
、
関
係
機

関
と
連
携
し
充
実
し
た
健
診
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
親
子
の

心
身
の
状
況
や
養
育
環
境
等
を
把
握

ま
す
。

　

食
の
自
立
支
援
事
業
や
外
出
支
援

事
業
等
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
実
施

し
、
高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
社
会
福
祉
施
設
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
南
城
市
社
会
福

祉
協
議
会
へ
管
理
を
委
託
し
、
効
率

的
な
運
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
子
育
て
支
援
の
推
進
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
。「
な
ん
じ
ょ
う

子
ど
も
プ
ラ
ン
（
次
世
代
育
成
支
援

対
策
行
動
計
画
）」
の
第
1
期
が
平

成
21
年
度
で
終
了
す
る
た
め
、
第
２

期
の
計
画
を
平
成
21
年
度
中
に
策
定

し
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

保
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
南
城

市
立
保
育
所
民
営
化
基
本
方
針
」
の

も
と
、
利
用
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
積
極
的
な
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
努
め
、
民
間
活
力
の
活
用

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
21
年

度
は
、
知
念
あ
さ
ひ
保
育
園
が
民
営

化
さ
れ
た
初
め
て
の
保
育
園
と
し
て

新
た
な
運
営
を
開
始
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
民
営
化

さ
れ
た
保
育
園
が
目
的
を
達
成
で
き

る
よ
う
支
援
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
、
公
立
保
育
所
の
民

営
化
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
残

し
、
乳
児
の
健
全
な
育
成
環
境
を
確

保
す
る
た
め
、
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ

ん
事
業
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

特
に
妊
婦
健
診
に
お
い
て
は
公
費

負
担
回
数
を
14
回
へ
と
増
や
し
、
母

体
や
胎
児
の
健
康
を
確
保
す
る
と
と

も
に
健
診
費
用
の
負
担
軽
減
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
乳
児
健
診

時
に
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
診
断
を
実

施
し
て
、
む
し
歯
罹
患
率
の
低
下
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

母
子
保
健
手
帳
の
交
付
や
離
乳
食

実
習
で
は
妊
産
婦
・
乳
幼
児
期
を
生

活
習
慣
病
予
防
の
入
り
口
と
捉
え
、

生
活
リ
ズ
ム
や
バ
ラ
ン
ス
食
な
ど
食

育
の
大
切
さ
を
学
ぶ
機
会
を
作
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

乳
幼
児
期
の
虐
待
予
防
対
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、
母
子
保
健
手
帳
の
交

付
、
妊
産
婦
・
新
生
児
訪
問
・
乳
幼

児
健
診
・
乳
幼
児
健
診
未
受
診
者
訪

問
な
ど
の
場
を
活
用
し
、
関
係
機
関

と
連
携
し
育
児
不
安
の
解
消
、
早
期

発
見
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

発
達
障
害
児
に
つ
き
ま
し
て
は
、

関
係
機
関
の
相
互
の
緊
密
な
る
連
携

の
も
と
、
適
切
な
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

定
期
予
防
接
種
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
昨
年
度
か
ら
実
施
し
た
中
学

る
市
立
保
育
所
は
、
先
導
的
保
育
所

と
し
て
位
置
づ
け
、
保
育
現
場
の
情

報
を
保
育
行
政
に
反
映
す
る
役
割
を

担
え
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
年
々
、
増
加
傾
向
に
あ
る

待
機
児
童
の
解
消
の
た
め
待
機
児
童

解
消
事
業
の
実
施
、
既
設
の
認
可
保

育
園
の
入
所
定
数
増
の
取
り
組
み
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
育
に
対
す
る
苦
情
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
公
正
、
公
平
の
保
持
、
客

観
性
の
確
保
の
観
点
か
ら
設
置
し
ま

し
た
苦
情
解
決
第
三
者
委
員
会
で
、

適
切
に
対
処
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
す
こ
や
か
保
育
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
認
可
外
保
育
施
設
に
健
診

費
等
を
助
成
す
る
と
と
も
に
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
支
援
を
行
い
、
地

域
の
需
要
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、
安
全

管
理
に
留
意
し
、
遊
び
を
通
し
て
、

児
童
の
社
会
性
・
創
造
性
が
育
ま
れ

る
よ
う
児
童
の
健
全
な
遊
び
場
の
提

供
、
地
域
組
織
活
動
の
育
成
及
び
指

導
、
そ
の
他
児
童
の
健
全
育
成
に
必

要
な
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

次
に
、「
地
域
福
祉
の
推
進
」
に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
地
域
福
祉
の

推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
福
祉

１
年
生
・
高
校
３
年
生
へ
の
麻
疹
・

風
疹
予
防
接
種
を
含
め
保
護
者
に
対

す
る
啓
発
活
動
を
よ
り
強
化
す
る
と

と
も
に
、
地
区
医
師
会
や
地
域
医
療

機
関
等
と
連
携
を
図
り
、
感
染
予
防

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
未
接

種
者
に
対
し
て
も
地
区
担
当
保
健
師

の
訪
問
指
導
や
健
診
会
場
で
の
接
種

勧
奨
を
行
い
、
接
種
率
の
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
65
歳
以
上
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て
も
継
続
し

て
取
り
組
み
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
罹

患
を
予
防
す
る
と
と
も
に
、
合
併
症

の
未
然
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

国
保
の
事
業
運
営
は
、
依
然
と
し

て
被
保
険
者
の
１
人
当
り
医
療
費
が

県
平
均
を
上
回
る
な
ど
困
難
を
極
め

て
い
る
た
め
、
生
活
習
慣
病
に
起
因

す
る
医
療
費
の
適
正
化
対
策
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
険
税
の
収
納
対
策
と
し
て
は
、

未
申
告
者
の
解
消
に
よ
り
、
公
平
・

厳
正
な
る
課
税
及
び
そ
の
徴
収
等
の

徹
底
並
び
に
低
所
得
者
等
へ
の
公
正

な
る
軽
減
措
置
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
昨
今
の
社
会
情
勢
等
の

影
響
に
よ
る
非
自
発
的
な
失
業
者
等

及
び
病
気
等
の
特
殊
事
情
に
よ
る
納

付
困
難
世
帯
を
救
済
す
る
た
め
、
減

計
画
策
定
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
を
は

じ
め
社
会
福
祉
協
議
会
等
、
関
係
機

関
と
の
連
携
を
密
に
し
、
地
域
住
民

が
自
ら
主
体
と
な
っ
て
地
域
福
祉
活

動
に
参
加
で
き
る
、
協
働
に
よ
る
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て

は
、
特
別
対
策
等
に
よ
る
利
用
者
負

担
の
軽
減
措
置
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
提
供
体
制
の
整
備
等
、
国
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
障
害
者
自
立
支
援

法
に
基
づ
く
自
立
支
援
給
付
事
業
の

推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
障
が

い
者
が
、
地
域
で
自
立
し
た
日
常
生

活
や
社
会
生
活
を
営
め
る
よ
う
、
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
大
里
地
域

に
新
築
し
て
障
が
い
者
の
地
域
へ
の

移
行
と
居
場
所
づ
く
り
等
そ
の
活
動

の
拠
点
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
相

談
支
援
事
業
を
含
め
て
支
援
体
制
の

充
実
・
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

手
話
通
訳
者
派
遣
事
業
や
障
が
い
者

の
自
動
車
運
転
免
許
取
得
・
自
動
車

改
造
費
の
一
部
助
成
事
業
を
引
き
続

き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

母
子
・
寡
婦
、
父
子
福
祉
に
つ
き

ま
し
て
は
、
一
人
親
家
庭
の
自
立
支

援
を
図
る
た
め
、
福
祉
の
増
進
に
努

め
る
と
と
も
に
、
児
童
扶
養
手
当
、

免
制
度
の
周
知
徹
底
等
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
併
せ
て
、
納
付
相
談
や

分
納
指
導
、
預
金
差
し
押
さ
え
等
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
長
寿
医
療
制
度
に
つ
き
ま
し
て

は
、
沖
縄
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
と
提
携
し
て
制
度
の
円
滑
な
運

営
、
広
報
活
動
を
強
化
し
制
度
の
さ

ら
な
る
周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
長
寿
健
康
診
査
と
連
携
し

た
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
、は
り
・
き
ゅ

う
・
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
に
対

す
る
助
成
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

年
金
記
録
問
題
な
ど
で
納
付
率
の

低
下
が
懸
念
さ
れ
る
国
民
年
金
に
つ

き
ま
し
て
は
、
広
報
活
動
を
強
化
し

て
制
度
の
周
知
や
納
付
意
識
の
啓
発

に
努
め
、
納
付
率
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
無

年
金
者
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
「
高
齢
者
福
祉
の
充
実
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
関
係
機
関
等
の
協
力

を
得
て
、
引
き
続
き
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
等
の
要
援
護
者
の
実
態
把
握
と

マ
ッ
プ
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
高
齢

者
の
在
宅
支
援
や
緊
急
時
の
対
応
強

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

医
療
費
の
助
成
事
業
や
市
母
子
寡
婦

福
祉
会
に
対
す
る
支
援
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
問
題
化
し
て
い
る
虐
待
対
策

に
つ
き
ま
し
て
は
、
要
保
護
児
童
地

域
対
策
協
議
会
、
教
育
委
員
会
と

も
連
携
し
、
家
庭
（
児
童
）
相
談

員
、
女
性
相
談
員
を
引
き
続
き
配
置

し
て
、
児
童
虐
待
の
未
然
防
止
や
Ｄ

Ｖ
（
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
等
）
対
策

等
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

４
．
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る
交

流
の
ま
ち
づ
く
り

　

今
日
ま
で
南
城
市
は
、
地
域
間
交

流
や
、
国
際
交
流
な
ど
様
々
な
形
で

「
交
流
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。「
交
流
」
を
通
じ
て
、
お
互

い
の
文
化
や
歴
史
、
立
場
や
主
張
の

違
い
を
認
め
合
い
、
相
互
に
学
び
あ

い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
を
高
め
あ
う

こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
私
は
、他
地
域
と
の
「
交
流
」

を
行
う
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
地
域

の
素
晴
ら
し
さ
や
、
地
域
の
抱
え
る

課
題
を
知
り
、
そ
れ
を
自
ら
解
決
す

る
こ
と
に
よ
り
、
住
み
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
と
地
域
の
自
立
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

　

国
内
交
流
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

民
生
委
員
・
児
童
委
員
や
自
治
会

長
、
近
隣
住
民
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
各

種
団
体
等
の
協
力
を
得
て
地
域
単
位

で
見
守
り
・
声
掛
け
活
動
を
展
開
で

き
る
よ
う
、
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
体
制
づ
く
り
を
強
化
し
て
ま
い
り

ま
す
。
高
齢
者
虐
待
防
止
に
つ
い
て

は
、
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
中

心
に
介
護
事
業
所
等
関
係
機
関
と
の

連
携
を
密
に
し
て
、
高
齢
者
虐
待
の

相
談
支
援
や
早
期
発
見
と
予
防
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
社
会

福
祉
協
議
会
と
連
携
し
「
地
域
福
祉

権
利
擁
護
事
業
」
の
活
用
や
「
成
年

後
見
制
度
」
の
周
知
を
図
り
、
認
知

症
な
ど
で
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い

高
齢
者
の
生
活
を
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

介
護
予
防
に
つ
き
ま
し
て
は
、
保

健
師
等
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
、
特
定

高
齢
者
の
把
握
及
び
生
活
機
能
評
価

を
実
施
し
て
必
要
な
相
談
指
導
を
行

う
と
と
も
に
、
心
身
の
状
況
に
応
じ

た
予
防
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
高
齢
者
が
寝
た
き
り
に

な
ら
な
い
よ
う
、
地
区
公
民
館
、
福

祉
施
設
等
で
の
ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
や
転
倒
骨
折
予
防
事

業
の
運
動
機
器
を
充
実
さ
せ
、
運

動
指
導
士
等
の
専
門
職
を
派
遣
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

年
の
１
月
に
宮
崎
県
高
千
穂
町
と
姉

妹
都
市
の
盟
約
を
締
結
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
平
成
21
年
度
は
、
全

て
の
分
野
で
「
交
流
」
と
「
自
立
」

を
意
識
し
、
市
民
と
行
政
誰
も
が
主

体
性
を
持
っ
て
、
引
き
続
き
積
極
的

な
姿
勢
で
姉
妹
都
市
交
流
に
取
り
組

ん
で
い
け
る
体
制
づ
く
り
に
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

南
城
市
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
定
着
し
た
「
尚
巴
志
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
大
会
」
と
「
東
御
廻
り
国
際

ジ
ョ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
」
も
市
の
メ

イ
ン
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
位

置
づ
け
継
続
し
て
開
催
し
、
更
な
る

充
実
発
展
と
参
加
者
と
市
民
の
交
流

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育
成

と
交
流
を
テ
ー
マ
に
、
多
く
の
若
者

た
ち
か
ら
好
評
を
博
し
て
お
り
ま
す

ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト

「
ハ
イ
祭
２
０
０
９
ｉ
ｎ
沖
縄
」
を

あ
ざ
ま
サ
ン
サ
ン
ビ
ー
チ
で
継
続
し

て
開
催
し
、
ス
ト
リ
ー
ト
系
ス
タ
イ

ル
の
若
者
文
化
の
全
国
発
信
を
通
じ

て
、
若
者
た
ち
の
熱
気
が
南
城
市
に

集
ま
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、「
視
覚
障
害
者

マ
ラ
ソ
ン
沖
縄
大
会
」
を
開
催
、「
う
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ふ
ざ
と
ﾇ
ム
ー
チ
ー
さ
い
」
を
支
援

し
て
、
温
も
り
と
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち

づ
く
り
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

体
育
協
会
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
団

体
や
体
育
指
導
委
員
、
学
校
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
親
し
む
機
会

の
拡
充
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
育
成
を
図
り
、
市
民
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
２
０
１
０
年
開
催
の
全

国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
（
女
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
）
の
気
運

を
高
め
る
た
め
、
実
行
委
員
会
を
設

置
し
て
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

５
．
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し

を
支
え
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

　

ま
ず
、「
土
地
利
用
の
推
進
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
本
市
に
お
け
る
開

発
と
環
境
保
全
の
調
和
、
地
域
特
性

を
活
か
し
た
地
域
活
性
化
を
目
指

し
、
県
が
行
う
那
覇
広
域
都
市
計
画

区
域
の
見
直
し
等
、
土
地
利
用
等
に

か
か
る
諸
規
制
に
つ
い
て
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
柔
軟
な
決
定
、
制
度

　

下
水
道
事
業
運
営
に
お
き
ま
し
て

は
、長
期
的
な
収
支
計
画
を
策
定
し
、

更
な
る
経
費
縮
減
及
び
経
営
努
力
を

行
い
効
率
的
な
事
業
運
営
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、「
地
域
に
根
ざ
し
た
循
環

型
社
会
の
形
成
」
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
が
、
ご
み
処
理
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ご
み
の
分
別
収
集
、
有
価
物
の

資
源
化
、
ご
み
処
理
有
料
化
等
こ
れ

ま
で
の
施
策
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
リ
フ
ュ
ー
ズ
（
不
要
な

も
の
を
断
る
）、
リ
デ
ュ
ー
ス
（
廃

棄
物
の
発
生
抑
制
）、リ
ユ
ー
ス
（
使

用
済
み
製
品
等
の
再
使
用
）、
リ
サ

イ
ク
ル
（
再
資
源
化
）
の
４
Ｒ
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
団
体
等
へ
の
資

源
ご
み
集
団
回
収
事
業
報
償
金
及
び

生
ご
み
処
理
機
購
入
に
対
す
る
補
助

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
地
球
温
暖
化
防
止
計
画
に
基
づ

き
、
市
が
行
う
事
務
及
び
事
業
に
関

し
て
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
抑
制
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ご
み
の
不
法
投
棄
問
題
に
つ
き
ま

し
て
は
、
今
後
も
、
広
報
誌
、
立
看

等
に
よ
る
意
識
の
啓
発
、
巡
回
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
市

民
の
協
力
の
も
と
監
視
体
制
の
強
化

を
図
り
、
県
、
警
察
及
び
道
路
関
係

運
用
が
実
現
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

  

馬
天
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い

て
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
工
事
に
着

手
す
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
事
業
を
支
援
す
る
た
め
、
市
の
道

路
整
備
事
業
・
上
下
水
道
事
業
や
海

岸
整
備
事
業
（
県
事
業
）
と
一
体
的

に
整
備
を
行
う
方
向
で
取
り
組
ん
で

お
り
、
今
後
と
も
良
好
な
市
街
地
形

成
の
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
「
利
便
性
の
高
い
交
通
体
系
の
整

備
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
那
覇
市
や

中
・
南
部
地
域
と
の
広
域
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
の
た
め
、
市
内
の

幹
線
道
路
で
あ
る
国
道
３
３
１
号
の

改
修
・
整
備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

本
市
発
展
の
核
と
な
る
南
部
東
道
路

の
早
期
事
業
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

市
道
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
南

部
東
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の

ア
ク
セ
ス
路
や
佐
敷
地
域
か
ら
南
風

原
方
向
へ
の
関
連
道
整
備
な
ど
、
市

内
全
域
の
道
路
網
構
築
を
図
り
、
緊

急
性
・
費
用
対
効
果
等
を
勘
案
し
年

次
的
に
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
平
成
21
年
度
は
、引
き
続
き「
南

城
市
道
路
基
本
計
画
」
の
策
定
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

部
署
と
連
携
し
て
、
快
適
な
生
活
環

境
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ご
み
処
理
施
設
建
設
に
つ
き
ま
し

て
は
、
サ
ザ
ン
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

推
進
協
議
会
を
中
心
に
こ
れ
ま
で
の

課
題
を
整
理
し
な
が
ら
、
将
来
（
平

成
33
年
度
）
の
東
部
、
島
尻
、
糸
・

豊
の
3
清
掃
組
合
の
組
織
統
合
に
よ

る
一
元
化
施
設
の
稼
働
を
目
指
し
て

施
設
建
設
に
向
け
て
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

安
全
で
衛
生
的
な
生
活
確
保
の
た

め
、
野
犬
対
策
、
ス
ズ
メ
蜂
の
駆
除
、

狂
犬
病
予
防
注
射
、
ハ
ブ
捕
獲
器
の

貸
出
し
を
実
施
す
る
ほ
か
、
害
虫
駆

除
の
た
め
の
薬
剤
購
入
補
助
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
墓
地
に

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
21
年
４
月
１

日
を
も
っ
て
、
県
か
ら
墓
地
等
経
営

許
可
権
限
の
事
務
移
譲
を
受
け
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
申
請
・
許
可
事

務
が
本
市
で
可
能
に
な
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
前
年
度
に
実
施
し
た
墓
地
実

態
調
査
等
を
も
と
に
平
成
21
年
度
は

墓
地
基
本
計
画
を
策
定
い
た
し
ま

す
。今
後
も
墓
地
の
散
在
化
を
防
ぎ
、

生
活
及
び
周
辺
環
境
に
配
慮
し
た
墓

地
行
政
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

玉
城
火
葬
場
は
、
公
共
性
の
高
い

施
設
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
大
切
な

　

平
成
21
年
度
は
、
継
続
事
業
と
し

て
仲
伊
保
冨
祖
崎
線
・
小
谷
真
謝

線
・
馬
天
兼
久
島
之
前
線
・
津
波
古

１
３
５
号
線
（
佐
敷
）、
１
５
７
号

線
（
知
念
）、奥
武
島
架
橋
（
玉
城
）、

長
堂
上
原
線
・
南
風
原
福
原
線
、
南

風
原
田
原
線
、
西
原
南
風
原
線
（
大

里
）
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

  

生
活
路
線
の
確
保
に
つ
き
ま
し
て

は
、
関
係
機
関
や
市
民
の
意
見
を
踏

ま
え
、
路
線
バ
ス
対
策
会
議
と
改
善

策
の
検
討
、
生
活
交
通
の
安
定
化
に

努
め
、
百
名
線
、
前
川
線
、
糸
満
玉

泉
洞
線
、
志
喜
屋
線
、
糸
満
新
里
線

を
運
行
す
る
バ
ス
事
業
者
へ
助
成
を

継
続
し
て
、
児
童
生
徒
を
は
じ
め
市

民
の
移
動
手
段
の
確
保
と
利
用
者
の

利
便
性
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

国
道
や
県
道
に
お
い
て
は
、
屋
根

付
き
バ
ス
停
の
未
整
備
な
箇
所
が
あ

り
、
今
後
と
も
地
域
と
連
携
し
て
関

係
機
関
へ
要
請
し
、
整
備
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
が
庁
舎
間
を
移
動
す
る
際
の

利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
引
き
続

き
庁
舎
間
巡
回
バ
ス
を
運
行
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
久
高
の
離
島
航
路
事

業
の
維
持
改
善
を
図
り
、
久
高
島
地

域
の
振
興
並
び
に
住
民
の
民
生
の
安

定
及
び
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
、
引

役
割
を
担
っ
て
き
て
お
り
、
ま
た
、

合
併
で
市
全
域
が
当
該
施
設
の
恩
恵

を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
元
當

山
区
に
対
し
て
地
域
振
興
整
備
助
成

金
を
交
付
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

悪
臭
・
汚
水
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
悪
臭
防
止
法
や
水
質
汚
濁
防
止

法
に
基
づ
き
工
場
や
そ
の
他
の
事
業

所
か
ら
発
生
す
る
悪
臭
・
汚
水
に
つ

い
て
は
、
南
部
福
祉
保
健
所
等
、
関

係
機
関
と
連
携
し
て
、
改
善
に
向
け

て
指
導
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

大
里
地
区
や
佐
敷
地
区
の
一
部
地
域

に
お
い
て
は
、
従
来
の
特
定
悪
臭
物

質
規
制
区
域
か
ら
臭
気
指
数
規
制
区

域
へ
の
地
域
指
定
の
変
更
を
県
に
申

請
し
て
お
り
、
平
成
21
年
度
に
は
規

制
基
準
が
変
更
さ
れ
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
「
自
然
と
調
和
し
た
生
活
環
境
の

整
備
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
雄
樋
川

流
域
、
国
場
川
水
系
流
域
、
報
得
川

流
域
の
水
辺
環
境
の
保
全
・
再
生
を

は
じ
め
、
河
川
の
浄
化
、
海
岸
線
の

環
境
保
全
美
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

毎
年
10
月
は
、
都
市
緑
化
月
間
と

し
て
全
国
各
地
で
様
々
な
催
し
等
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
度

は
、
沖
縄
都
市
緑
化
祭
が
南
城
市
で

開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

き
続
き
運
営
費
の
一
部
を
助
成
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

港
湾
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引

き
続
き
中
城
湾
港
馬
天
地
区
の
改
修

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、「
み
な
と

振
興
交
付
金
事
業
」
を
活
用
し
て
、

港
湾
背
後
の
住
環
境
の
改
善
、
漁
業

振
興
や
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ

う
な
港
湾
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
今
後
と
も
県
と
連
携
し
て

当
該
地
域
の
海
辺
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、「
き
れ
い
な
水
の
確
保
と

下
水
道
整
備
の
強
化
」
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
。

　

水
道
は
、
市
民
の
健
康
で
文
化
的

な
生
活
と
社
会
経
済
活
動
を
支
え
る

上
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
安
全
で
よ
り
お
い
し
い
水
を
提

供
し
て
い
く
た
め
、
年
次
的
・
計
画

的
に
上
水
道
施
設
の
整
備
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
平
成
21
年
度
佐
敷
地

区
内
配
水
管
布
設
工
事 

（
老
朽
管
布

設
替
等
）
を
実
施
す
る
と
と
も
に
給

水
管
布
設
切
替
工
事
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、佐
敷
東
部
地
区（
手
登
根
、伊
原
、

屋
比
久
、
外
間
、
仲
伊
保
、
冨
祖
崎
）

の
事
業
認
可
を
取
得
し
、
年
次
計
画

に
基
づ
き
円
滑
な
事
業
執
行
に
取
り

市
の
良
さ
を
県
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
絶
好
の
機
会
と
と
ら
え
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

公
園
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

継
続
事
業
と
し
て
大
里
城
址
公
園

（
23.

６
㌶
）
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

平
成
21
年
度
は
、
用
地
取
得
・
造
成

工
事
・
発
掘
調
査
な
ど
の
事
業
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、「
安
全
で
安
心
な
防
災
・

防
犯
、
救
急
体
制
等
の
整
備
へ
の
対

応
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
防

災
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
事
業

に
よ
る
地
滑
り
防
止
対
策
事
業
と
し

て
、
佐
敷
小
谷
地
区
・
玉
城
當
山
地

区
が
継
続
し
て
工
事
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
伊
原
仲
添
原
地
域
は
、

災
害
関
連
緊
急
砂
防
事
業
に
よ
っ
て

継
続
し
て
工
事
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

知
念
分
屯
基
地
周
辺
障
害
防
止
対

策
事
業
と
し
て
、
市
が
事
業
主
体
と

な
っ
て
、
佐
敷
島
之
上
原
排
水
路
工

事
及
び
地
滑
り
防
止
対
策
工
事
を
引

き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

造
林
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
流

域
育
成
林
保
全
整
備
事
業
に
よ
る
保

育
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
、
森
林

の
保
全
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

犯
罪
・
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
に
は
、地
域
住
民
、企
業
、行
政
、

警
察
署
が
一
体
と
な
り
、
犯
罪
を
発

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
つ
き
し
ろ
地

区
に
お
い
て
は
、
流
域
下
水
道
幹
線

工
事
整
備
後
、
供
用
開
始
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
佐
敷
地

区
の
下
水
道
管
渠
工
事
を
引
き
続
き

実
施
し
、
地
域
の
生
活
環
境
の
改
善

と
公
共
水
域
の
水
質
保
全
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
整
備
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
大
城
地
区
（
字
大
城
・

字
稲
福
・
字
真
境
名
）
の
下
水
道
管

渠
工
事
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
他
の
未
整
備
地
区
は
住
民
説

明
会
を
実
施
し
、
地
域
住
民
の
意
向

を
把
握
し
、
事
業
採
択
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
各
地
区
処

理
場
か
ら
発
生
す
る
汚
泥
を
堆
肥
化

施
設
（
資
源
循
環
施
設
）
で
発
酵
処

理
し
有
機
肥
料
と
し
て
農
地
へ
還
元

す
る
資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
下
水
道
啓
発
活
動
に
つ

き
ま
し
て
は
、
接
続
推
進
員
及
び
上

下
水
道
部
職
員
に
よ
る
未
加
入
家
庭

へ
戸
別
訪
問
を
実
施
し
、
下
水
道
が

果
た
す
役
割
、
す
な
わ
ち
市
民
の
快

適
な
生
活
環
境
の
確
保
や
自
然
の
浄

化
が
あ
っ
た
昔
の
河
川
や
海
域
を
呼

び
戻
す
必
要
性
を
十
分
説
明
し
、
早

急
に
下
水
道
へ
の
接
続
普
及
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

生
さ
せ
な
い
防
犯
活
動
の
取
り
組
み

が
必
要
で
す
。
地
域
や
企
業
等
の
自

主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
結
成
、
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
取
り
組
み
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
暴
力
団
対
策
と

し
て
立
て
看
板
の
設
置
等
、
犯
罪
抑

止
活
動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」

の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拡
充
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
与
那

原
警
察
署
、
地
区
防
犯
協
会
を
は
じ

め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
た
防
犯
対

策
を
進
め
る
ほ
か
、
防
犯
灯
設
置
補

助
金
を
継
続
し
、
児
童
生
徒
を
巻
き

込
む
犯
罪
及
び
事
故
の
未
然
防
止
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
地
域
、
各
種
団
体
、
警
察
等
と

よ
り
一
層
の
連
携
を
と
り
な
が
ら
交

通
安
全
思
想
の
普
及
や
広
報
活
動
、

街
頭
指
導
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
交
通
安
全
施
設
等
の
道
路
環
境

の
整
備
を
促
進
し
、
事
件
・
事
故
の

な
い
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
費
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
複
雑
、

多
様
化
し
て
お
り
、
悪
徳
商
法
や
多

重
債
務
問
題
、
食
品
等
の
不
当
表
示

な
ど
問
題
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま

す
。
市
民
生
活
の
擁
護
を
図
る
た
め
、

平
成
21
年
度
か
ら
消
費
生
活
相
談
窓
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無料法律相談 無料法律相談 南城市の予定行事カレンダー 南城市の予定行事カレンダー 

防災ポータルサイトを 

開設しました。 
防災ポータルサイトを 

開設しました。 

シュガーダンススポーツ 市民から寄せられた声 
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市内のできごと市内のできごと

自主活動が認められ　佐敷中善行賞
　日ごろのボランティア活動で子供たちの模範と
なった児童・生徒を表彰する「善行賞」（主催・
県退職校長会）の受賞を報告しようと 2 月 25 日、
佐敷中学校の宮城調仁校長、同校各部の主将、仲
間光枝 PTA 会長らが玉城庁舎を訪れました。同
校は、学校内外の清掃活動やあいさつ運動など朝
の自主活動を継続して取り組んでおり、団体の部
で、250 人と大規模な受賞は初めて。
　同校の宮城校長は「毎日の生活習慣が認められ、
非常にうれしい。規則正しい生活習慣につながり、
我慢強さ、粘り強さを育てる一因になる」と成果
を喜んでいました。

交通安全母の会よりマスコット寄付
   

命を大切に
　南城市交通安全母の会より、市内９校に合計
600 個の手作りマスコットが寄贈されました。3
月６日には、大里南小学校で「6 年生を送る会」
が開催され、母の会の玉城初子会長から児童代表
の島袋麻美さんに 138 個が手渡されました。
　玉城会長は「命を大切にしてほしいという思い
を込めて会員で 600 個作りました。中学校へ進学
しても、交通安全に気をつけてください」と児童
らに温かい言葉をかけていました。

第2回南城市植樹祭

　潤いと安らぎのある緑豊かな美ら島に育てるこ
とに理解を深め、緑化及び環境教育を実践するこ
とを目的に第 2 回南城市植樹祭が、3 月 14 日玉
城字奥武で開催され、市民約 200 人が参加しまし
た。奥武島の公園広場周辺、道路緑地帯、慰霊
塔前の３か所にアカテツ、マサキなど 14 種類、
2000 本の苗木が植樹されました。
　開会式では、玉城小学校 6 年の中本夢さんが「緑
を大切にして木陰を増やし、故郷を大切にしてい
きたい」と力強く宣言。また、中本市三郎さん（93
歳）夫婦、中本幸光さん夫婦、中本光輝さん夫婦
ら３世代親子による記念植樹も行われました。

　個性的な演出で魅了
児童館合同絵画展　

　大里地区の３児童館による「合同絵画展」が 2 月
23 日から 28 日まで、大里庁舎１階ロビーで開催さ
れました。大里北児童館は、「沖縄の大地」と題し、
身近に存在する動植物を立体的に組み合わせまし
た。大里中央児童館は、絵具の色を画用紙や段ボー
ルに塗布し、折りたたみ、時代アートとのコラボ
を表現しました。大里南児童館は、板締め絞り染め、
マーブリング染めに挑戦し、凧やちぎり絵などを
展示。それぞれの児童館の趣向を凝らした作品に
訪れた人々は、楽しげに見入っていました。
　絵画展を企画プロデュースした「アトリエ道子」
の城間美智子さんは「各児童館の特色が出せたか
な。 子 供 た ち の パ
ワーがぶつけられ、
すばらしい作品が出
来上がりました」と
にこやかに話してい
ました。

取り組みの成果はいかに？！特定健診受診率を発表

　3 月 8 日、「平成 20 年度南城市健康づくり推進
大会～みんなに教えよう　わたしの健康づくり
～」がシュガーホールで開催され、平成 20 年度
の特定健康診査受診率上位 3 位までの優良自治会
が発表・表彰されました。順位は以下の通り。
　同大会では表彰のほか、健康課保健師による市
の医療費と疾病についての現状報告や、つきしろ
及び船越区の地域の健康づくり活動報告、日々健
康づくりに取り組んでいる方々の健康法発表など
が行われ、“健康”を再認識させられる大会とな
りました。

【特定健康診査優良自治会】※順位、自治会名、受診率

　「第 54 回全国九州学校図書館コンクール」（主
催：九州地区学校図書館協議会、西日本新聞社）
において、このほど大里北小学校が「優秀賞」及
び「全国学校図書館協議会会長賞」を受賞しまし
た。 座嘉比幸枝校長は「今後は図書の充実や学習
センターとしての充実が課題。生きる力に結びつ
くような読書を教育していきたい」と話しました。

爽やかな汗流し南城の魅力を満喫
　「東御廻り」ゆかりの地を巡りながらウォーキング
やサイクリングを楽しむ「第 5 回東御廻い国際ジョイ
アスロン in 南城市」が 3 月 21 日、あざまサンサンビー
チを主会場に開催されました。市内外から大会に臨ん
だ参加者は、同行者との会話や市内の景色を楽しみな
がら思い思いのペースで汗を流していました。
またこの日同時開催された「海開きフェスティバル」
では内閣府沖縄総合事務局長より「みなとオアシス」
の登録証交付式も行われ、ビーチは「みなとオアシス
あざま」として県第 1 号の認定を受けました。

安定的な運営を期待 保育所移管先決定

　平成 22 年 4 月 1 日より民営化が検討されてい
る佐敷第 1 保育所・第 2 保育所（統廃合）および
玉城保育所について、民営化移管先の応募のあっ
た社会福祉法人等の中から南城市立保育所民営化
選考委員会が審査を行った結果、佐敷第 1 保育
所・第 2 保育所についてはともえ福祉会に移管を
内定、玉城保育所については合格点に達する社会
福祉法人等がなかったため不採用となりました。
　3 月 23 日に同選考委員会大城安隆委員長より
報告を受けた古謝市長は、今後について「保育行
政の質の低下を招かないこと」を念頭に、玉城保
育所については平成 21 年度以降移管先募集が計
画されている保育所との状況を見ながら応募時期
について検討していくとしています。

シルバー人材センターが社団法人へ
　高齢者の働きの場を提供する南城市シルバー人
材センターが、任意団体から一般社団法人として
生まれ変わり再出発します。3 月 4 日に臨時総会
が玉城中央公民館で行われ、多くの会員によって
法人化が承認されました。
　大湾政松理事長は「市民からより一層信頼され
愛されるシルバー人材センターにしていきたい」
と意気込みを示しました。

障
害
者
の
方
に
役
立
て
て
ほ
し
い

　

耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
方
が
、
外
出
先
で

電
話
連
絡
等
を
す
る
場
合
に
用
件
や
連
絡
先

等
を
書
い
て
、
近
く
の
方
に
協
力
を
お
願
い

す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
利
用
さ
れ
る
「
電
話
お

願
い
手
帳
」。
そ
の
手
帳
を
障
害
者
の
方
た

ち
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
昨
年
十
二

月
N 

T 

T
西
日
本
沖
縄
支
店
よ
り
、
電
話
お

願
い
手
帳
四
十
冊
、
ふ
れ
あ
い
速
達
便
二
十

冊
が
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
二
月
二
十
六
日
、
同
協
議
会
の
玉
城
永

邑
副
会
長
、
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T
西
日
本
沖
縄
の
古
堅
一

成
支
店
長
ら
関
係
者
が
玉
城
庁
舎
を
訪
れ
、

同
手
帳
の
寄
贈
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

地
元
に
愛
さ
れ
る
“
わ
っ
た
ー
ホ
テ
ル
”
に

　
「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
リ
ゾ
ー
ト
沖
縄
休
暇
セ

ン
タ
ー
・
ユ
イ
ン
チ
ホ
テ
ル
南
城
」
が
3

月
15
日
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
、
記
念
式

典
・
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
の

伝
統
芸
能
が
式
を
盛
り
上
げ
た
ほ
か
、
募

集
し
て
い
た
愛
称
の
表
彰
式
も
行
わ
れ
、

多
数
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
佐
敷
中
学
校

1
年
生
の
並
里
琴
乃
さ
ん
が
名
付
け
た

「
て
ぃ
ー
だ
」
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま

し
た
。“
太
陽
の
よ
う
に
山
の
上
か
ら
見

守
っ
て
く
れ
る
”
よ
う
な
、
市
の
豊
か
な

自
然
と
歴
史
文
化
を
生
か
し
た
「
総
合
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」「
統
合
医
療
」
の

場
と
し
て
、
ま
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
拠
点
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
世
代
親
子
に
よ
る
記
念
植
樹
も

ダ
ブ
ル
快
挙
に
自
信

地
域
に
根
差
し
た
図
書
館
が

目
標 ▶

市
社
協
の
玉
城
副
会
長
、
古
謝
市

長
、
N 

T 

T
西
日
本
沖
縄
の
古
堅
支

店
長
（
写
真
右
か
ら
）

甲（対象者 200 名以上）
1 位　つきしろ　46.4％
2 位　船越　　　45.2％
3 位　新開　　　44.1％
乙（対象者 100 ～ 199 名）
1 位　仲伊保　　53.2％
2 位　知名　　　48.4％
3 位　目取真　　43.1％

丙（対象者 100 名以下）
1 位　西原　　　55.6％
2 位　屋嘉部　　52.5％
3 位　古堅　　　50.6％
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募
　
集

平成21年度　財団法人南部振
興会奨学生（貸与）募集
1. 目的
　学業、人物ともに優秀である学生に対し奨学金を貸与し、もっ
て南部の振興を担う人材の育成を図ることを目的とする。

2. 奨学生の資格
(1)南部振興会構成市町村内に引き続き1年以上本籍と住所を有する者。
(2) 大学（短期大学を除く）に在学している者。
(3) 学業、人物ともに優秀であり、かつ健康であって経済上の
　		支障で学業をつづけることが困難と認められる者。
(4) 他の奨学金の貸与を受けていない者。

3. 提出書類
(1) 南部振興会奨学生願書（様式第1号）
(2) 市長村長の推薦書（様式第2号）
(3) 学校長の人物考定書（様式第3号）
(4) 所得調書（様式第4号）
(5) 在学証明書
(6) 戸籍抄本及び住民票謄本
(7) その他会長の指示する書類
　		※前学年の学業成績証明書

4. 奨学金の貸与額及貸与期間
(1) 貸与額　　月額（県内30,000円、県外40,000円）
(2) 貸与期間　奨学生に採用したときから、その者の大学の最
　　　　　　　短修業年限の終期まで。
　　　　　　　※貸与額には利息は付けない。

5. 奨学金の償還
(1) 償還開始　貸与期間が終了した月の翌月から起算して6カ
月を経過した後から開始する。
(2) 償還方法　貸与を受けた全額を月賦又は半年賦とし、年間
最低償還額を120,000円とする。

6. 提出期限　4月23日（月）

申込・お問い合わせ　総務課（玉城庁舎）TEL 948－7111

夏休み海外短期留学生募集
募集人数　市内在住の中学生：15名
　　　　　市内在住の高校生：			5 名

応募方法　南城市教育委員会（大里庁舎3階）窓口にある申
　　　　　込用紙に必要事項を記入のうえ、夏休み海外短期
　　　　　留学派遣事業担当（又吉・松瀬）あて提出してくだ
　　　　　さい。

※市内中学校及び近隣の高等学校へは要項・申込用紙を届け
ます。（申込用紙には証明写真1葉貼り付けあり）

募集期間　4 月 1 日（水）～ 4 月 30 日（木）
派遣期間　7月14日（火）〜8月3日（月）　20日間
派遣場所　中学生　ミネソタ州　　セイント・ジョーンズ大学
　　　　　高校生　ワシントン州　	ワシントン州立大学
参加費　　46万円　※自己負担額は23万5千円
　　　　　　　　　　　（22万5千円は市が補助）

☆ 4 月 24 日（金）に夏休み海外短期留学保護者説明会を行  
　います。（応募希望者は全員参加）

お問い合わせ　教育総務課（大里庁舎）TEL 947－2782

登録統計調査員を募集します
　市では、国が実施する基幹統計調査を行う際の調査員を
募集しています。
　応募した人は、市の登録調査員として名簿に登録されま
す。基幹統計調査の実施時には、住所等を考慮の上、調
査員の仕事をお願いすることになります。（なお、登録され
ても、基幹統計調査の諸条件により、統計調査員に任命さ
れない場合もあります。）

◇応募資格◇
　20 歳以上で、税務・警察・選挙に直接関係のない人及び秘密保持が
　できる方
◇仕事内容◇
　調査事務説明会への出席
　担当区域の確認
　調査票の配布・収集・点検・提出
◇報酬◇
　調査終了後、国の基準に基づき調査内容や件数に応じて支給
　（2万5,000円〜5万円程度）
◇申込方法◇
　統計調査員希望者登録カード（申込先で配布）に記入の上、申し込ん
　で下さい。
◇平成 21 年度実施調査（予定）◇
　経済センサス（7月）・全国消費実態調査（9〜11月）・農林業セン
　サス（2月）

お問い合わせ　まちづくり推進課（玉城庁舎）　TEL 948－7110

市営住宅空屋待ち入居
者募集について

1. 団地所在地
　市営百名団地（玉城百名626〜647-3）
　市営ワンヂン原団地（知念久手堅754-2 〜　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　819-3）
　市営久高団地（知念久高103-1）

2. 申込期間
　4 月 13 日（月）～ 4 月 30 日（木）迄

3. 申込方法
　南城市役所都市建設課（玉城庁舎2F）及び南
城市役所各庁舎市民課窓口に備え付けの入居及び
空屋待ち申込書に必要事項を記入し都市建設課へ
直接申込みしてください。申請書の仮審査の後、
合格者に抽選会の案内を通知します。

4. 空屋待ち資格登録期間（有効期限）
　	空屋待ち資格決定後〜平成22年3月31日迄
5. 申込先
　	都市建設課

　 お問い合わせ　都市建設課（玉城庁舎）　
　	TEL 948－2141

ミニ・カレッジ・フェアー

期日　5月30日（土）午後6時〜講演会
場所　中城吉野浦会館
費用　無料
内容　ミネソタ州セイント・ジョーンズ大学デイブベネッ
　　　ト博士による講和。
　　　ミネソタ州セイント・ジョーンズ大学等やアメリ
　　　カへの大学留学について、パンフレットやポス
　　　ターによる説明会及び講和
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サークルくるくる⑥

ヨガサークルふるふる

　初めての方でも楽しめるライトなヨガです。ヨガ
で目の疲れや、肩こり、腰痛を取り去り、日常生活
を楽しく過ごしましょう。活動日も週に 2 回設定さ
れており、好きな時間、何回でも参加可能。お気軽
に無料体験もどうぞ。
　　代表者　亀谷　明日香
　　活動日　毎週火曜日 午後 8 時〜 9 時 30 分
　　　　　　毎週木曜日 午前 10 時〜 11 時 30 分
　　場　所　玉城中央公民館　和室
　　講　師　葛西　史子
　　会　費　2000 円（月額）※４回 2000 円のスタンプ制も有

　　お問い合わせ　TEL 090-8533-8546（葛西）
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か
。

講
師
の
葛
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さ
ん

【作り方】
①フライパンにオリーブ油をぬり、カットポテト（冷凍）を
のせ牛乳をかける。

②玉葱、ピーマン、パプリカ（赤）をスライス又はみじ
ん切りにして、①にのせる。

③きざみチーズ（とろける）をのせ１5〜１6分焼く。
④ポテト、野菜に火が通ったら、最後に粉末パセリを散らす。
★冷凍ポテトは牛乳をかけて加熱すると、冷凍臭さが取れます。
電子レンジでの応用編
①耐熱容器にオイルをぬり、冷凍ポテトをのせ、電子レ
ンジで3〜4分加熱する。

②取り出して野菜をのせ、チーズをのせたら、オーブン
トースターに移し、5分くらい加熱する。
　最後に粉末パセリを振りかける。
＊冷凍ポテト以外に生ポテトをスライスしたものや、ゆで
マカロニでも美味しくできます。

レシピ提供：南城市食生活改善推進員協議会

東御廻りとは…
　かつて沖縄が、王国だったころから今日まで受け継

がれる沖縄の神拝行事です。

　古より首里城を中心として、与那原、南城地域は東

方（あがりかた）と呼ばれ、沖縄民族の祖先といわれ“ア

マミキヨ族”が渡来して住みついた場所として伝えら

れ、沖縄の人々にとって特別な場所となっています。

その地域に点在する御嶽（うたき）を琉球国王が聞得

大君（きこえおおきみ）を伴って巡拝し、国の安寧と

五穀豊穣を祈りました。今日では門中行事として沖縄

県民に定着しています。

冷凍ポテトの簡単グラタン
【材　料】	  １人分…4人分
冷凍ポテト	 ４０ｇ	160ｇ
牛乳	 １０ｇ	 40 g 
玉葱	 １０ｇ	 4０ｇ
赤パプリカ	 ８ｇ	 32ｇ
青ピーマン	 ８ｇ	 32ｇ
チーズ（きざみ）	８ｇ	 32ｇ

オリーブ油	 ３ｇ	 12ｇ
粉末パセリ	 少々

１人分のカロリー
熱量：１０５ｋCal
蛋白質：２．９ｇ
脂　肪：５．１ｇ
食塩：０．３ｇ

お弁当づくり応援レシピ

那覇市・南城市・与那原町
広 域 連 携 事 業
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ガイドブック

東御廻り.comホームページ
http://www.agariumai.com/

東御廻り.com 携帯サイト
カメラ付携帯電話のバーコー
ドリーダーで読み取りアクセ
スできます
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H21　集団健診のお知らせ＜4月～5月分＞
◆国保加入者の方は健診当日は特定健診受診券と国民健康保険証を持参して下さい。（H2１.3.31 以前から国
　保に加入されている方は集団健診に限り受診券が無くても受診できます。）
◆後期高齢者医療加入者 (75 歳以上及び 65 〜 74 歳までの障害により受給 ) の健診は、8 月 4 日〜 25 日の期
　間となっております。5月号に後期高齢者の日程を掲載しますので、お間違えの無いようにお願いします。
◆ 40 歳〜 75 歳までの社会保険加入者については、加入されている健康保険の違いにより受付できない場
　合があります。事前にご自身の医療保険者へ確認お願いします。
◆５月までの日程を掲載しております。5月号に6月以降の日程を掲載します。

受付時間　：　9：00 ～ 11：00

健診名 月日 曜日 健診会場 対象年齢 対象者（加入保険）

特定健診

4 月 27日 月

玉城中央公民館

4月 28日 火 20歳   

4 月 30 日 木 〜
        

5 月 1日 金 75歳

5月 8日 金

5月 12日 火
知念社会福祉センター

20歳

〜

5月 13日 水 75歳

5月 14日 木

佐敷）老人福祉センター

20歳

5月 15日 金 〜

5月 18日 月 75歳

5月 19日 火

5月 20日 水

大里）総合保健福祉センター

20歳

〜

75歳

5月 22日 金

5月 25日 月

5月 26日 火

5月 27日 水

5月 29日 金

40 歳未満健診 5 月 31日 日 大里）総合保健福祉センター 40歳未満
40歳未満の国保加入者、

社保加入者

75歳以上の後期高齢者高額療養費に関するお知らせ
１．平成 21 年度から高額療養費の支給日が毎月 6 日に変わります。

　例：3月に市町村窓口で受け付けた申請は、→5月7日支給（※）
			　：4月に市町村窓口で受け付けた申請は、→	6月8日支給（※）
　	　※金融機関の営業日でない場合は翌営業日に変更になります。

２．高額療養費の支給決定通知書のはがきは、4 月以降送付されません。
　　支払日以降に振込口座での確認をお願いします。

南城市にお住まいの妊婦さんへ
平成21年4月1日から妊婦健診の公費負担回数が14回になります

妊娠中は体が急激に変化する時期です。妊婦さんは安全安心なお産のため、
定期的に妊婦健診を受ける必要があります。

南城市では、平成21年 4月1日から妊婦健診費用の公費負担回数を現行の5回から14回に増やします。現在母子手
帳をお持ちの妊婦さんに対し、5回分の受診票に加えて妊娠週数に応じて受診票を交付します。

○対象 ： 南城市に住民票がある妊婦（外国人登録の方も含む）

★　平成20年8月1日以降に南城市で母子手帳交付を受け、引き続き南城市に住所を有する妊婦さんについては、	
　　4月1日以降の妊娠週数に合わせ、追加分の受診票を交付します。　
★　他市町村で平成20年 8月1日以降に母子手帳発行を受け、その後南城市へ転入した方は、南城市健康課へご連絡
　　ください。
★　南城市で母子手帳発行を受け、他市町村へ転出する方は、転出先市町村の母子保健担当課へお問い合わせください。

★特定健診
　個人負担・・・ 無料！
※無料となるのは対象者①②です。
③については加入している保険ごと
で変わるため受診券等で確認して
下さい。

＜検査内容＞

身体計測・血圧・腹囲測定
　尿検査（糖・蛋白 )
　　血液検査
　　肝機能検査（GOT・GPT・γ
　　-GTP）
　　脂質検査（HDL・LDL・中性脂肪）
　　腎機能検査（クレアチニン・尿酸）
　　血糖検査（血糖値・ＨｂA1c）
　医師による診察

☆肺がん検診
　レントゲン・・・・・・200円
　喀痰・・・・・・・・・700円

☆大腸がん検診
　便検査2日法・・・・500円

☆胃がん検診
　バリウム検査・・・1,000円
※胃がん検診希望者は検診前日の
夜９時までに夕食を済ませ、それ以
降は食べ物、飲み物、ガム、タバ
コ等は一切口にしないで下さい。

☆心電図検査・・・・1,000円

☆眼底検査・・・・・・			600円

＜健診を受ける際の注意事項＞
◆健診当日は、食べ物、飲み物等
は控え、空腹で受診お願いします。

 【お問い合わせ】　健康課（大里庁舎）　TEL 946－8961

◆集団健診に限り非課税世
帯及び生活保護世帯該当者
はがん検診においても料金
免除となります。　

★ 40歳未満健診受診券について★
30 ～ 39 歳については市民税
特別徴収者（会社勤務と思わ
れる方）を除く対象者へ受診
券を発送予定です。20 ～ 29
歳については過去２年で受診
履歴がある方のみ発送予定で
す。集団健診に限り４０歳未
満は受診券が無くても受診で
きますので都合の良い日に受
診されて下さい。
※受診券が届かなかった方で
病院等で健診受診したい方は
健康課まで連絡下さい。

Ж  検査項目・個人負担  Ж

子育て応援特別手当について
目的
　子育て応援特別手当は、「定額給付」と同様に「生活対策」の一環です。
　多子世帯の幼児教育期の負担に配慮する観点から、平成20年度限りの措置として、幼児教育期の第２子以降の子ど
も1人あたり３万６千円を同居している世帯主に支給します。

対象となる子ども
　平成20年度において小学校就学前3年間に該当する子ども（具体的には、生年月日が平成14年 4月2日から平
成17年4月1日までの子ども）であって、第2子以降の子どもが対象となります。
※第2子の判定は、18歳以下の子ども（具体的には生年月日が平成2年4月2日以後の子ども）の中から年齢順に
　第1子、第2子と数えていくこととなります。

申請方法
　4月中旬〜下旬に送付される通知文書に申請書が同封さ
れていますので、郵便で返送するか、南城市	市民福祉部	
児童家庭課（大里庁舎2階）の窓口で直接申請してください。
詳しくは通知文をお読みになり申請して下さい。

注意…手当ての対象となる子どもと第１子が別居しているとき
例：子どもが高校生と4歳児の二人で、高校生が希望する高
校に通うために、南城市以外の市町村に住所を移してい
る場合など

※住民票の情報を元にしているため、別居の子どもに関し
ては情報が無く、通知文をお送りする事が出来ません。
各自で上記により対象となる子供がいるか判断し、児童
家庭課窓口にて申請してください。

※その際は、同じ人に扶養されていることを確認しますので、
申請の際に医療保険の被保険者証の写しなどが必要とな
ります。

お問い合わせ　児童家庭課（大里庁舎）TEL946-8995

　　妊娠週数 23 週まで 4 週間に 1 回
　　妊娠週数 24 ～ 35 週 2 週間に 1 回
　　妊娠 36 週以降 1 週間に 1 回

＊　妊婦健診受診票の項目以外の検査を行った場合、その検査費用は個人負担となります。

☆お問い合わせ☆

健康課（大里庁舎）

TEL 946－8987

お問い合わせ

健康課（大里庁舎）

TEL　946-8961

① 国保加入者 (20 ～ 75歳 )

② 40歳未満の国保・
    社保加入者

③ 40歳 ～75 歳までの社 
会保険加入者で「特定
健診受診券」お持ちの
方。ただし、こちらで
受付できない受診券 ( 健
康保険 ) もあります。事
前に加入している保険
者に確認お願いします。

◆がん検診は全ての方が受 
　 診できます。
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H21　集団健診のお知らせ＜4月～5月分＞
◆国保加入者の方は健診当日は特定健診受診券と国民健康保険証を持参して下さい。（H2１.3.31 以前から国
　保に加入されている方は集団健診に限り受診券が無くても受診できます。）
◆後期高齢者医療加入者 (75 歳以上及び 65 〜 74 歳までの障害により受給 ) の健診は、8 月 4 日〜 25 日の期
　間となっております。5月号に後期高齢者の日程を掲載しますので、お間違えの無いようにお願いします。
◆ 40 歳〜 75 歳までの社会保険加入者については、加入されている健康保険の違いにより受付できない場
　合があります。事前にご自身の医療保険者へ確認お願いします。
◆５月までの日程を掲載しております。5月号に6月以降の日程を掲載します。

受付時間　：　9：00 ～ 11：00

健診名 月日 曜日 健診会場 対象年齢 対象者（加入保険）

特定健診

4 月 27日 月

玉城中央公民館

4月 28日 火 20歳   

4 月 30 日 木 〜
        

5 月 1日 金 75歳

5月 8日 金

5月 12日 火
知念社会福祉センター

20歳

〜

5月 13日 水 75歳

5月 14日 木

佐敷）老人福祉センター

20歳

5月 15日 金 〜

5月 18日 月 75歳

5月 19日 火

5月 20日 水

大里）総合保健福祉センター

20歳

〜

75歳

5月 22日 金

5月 25日 月

5月 26日 火

5月 27日 水

5月 29日 金

40 歳未満健診 5 月 31日 日 大里）総合保健福祉センター 40歳未満
40歳未満の国保加入者、

社保加入者

75歳以上の後期高齢者高額療養費に関するお知らせ
１．平成 21 年度から高額療養費の支給日が毎月 6 日に変わります。

　例：3月に市町村窓口で受け付けた申請は、→5月7日支給（※）
			　：4月に市町村窓口で受け付けた申請は、→	6月8日支給（※）
　	　※金融機関の営業日でない場合は翌営業日に変更になります。

２．高額療養費の支給決定通知書のはがきは、4 月以降送付されません。
　　支払日以降に振込口座での確認をお願いします。

南城市にお住まいの妊婦さんへ
平成21年4月1日から妊婦健診の公費負担回数が14回になります

妊娠中は体が急激に変化する時期です。妊婦さんは安全安心なお産のため、
定期的に妊婦健診を受ける必要があります。

南城市では、平成21年 4月1日から妊婦健診費用の公費負担回数を現行の5回から14回に増やします。現在母子手
帳をお持ちの妊婦さんに対し、5回分の受診票に加えて妊娠週数に応じて受診票を交付します。

○対象 ： 南城市に住民票がある妊婦（外国人登録の方も含む）

★　平成20年8月1日以降に南城市で母子手帳交付を受け、引き続き南城市に住所を有する妊婦さんについては、	
　　4月1日以降の妊娠週数に合わせ、追加分の受診票を交付します。　
★　他市町村で平成20年 8月1日以降に母子手帳発行を受け、その後南城市へ転入した方は、南城市健康課へご連絡
　　ください。
★　南城市で母子手帳発行を受け、他市町村へ転出する方は、転出先市町村の母子保健担当課へお問い合わせください。

★特定健診
　個人負担・・・ 無料！
※無料となるのは対象者①②です。
③については加入している保険ごと
で変わるため受診券等で確認して
下さい。

＜検査内容＞

身体計測・血圧・腹囲測定
　尿検査（糖・蛋白 )
　　血液検査
　　肝機能検査（GOT・GPT・γ
　　-GTP）
　　脂質検査（HDL・LDL・中性脂肪）
　　腎機能検査（クレアチニン・尿酸）
　　血糖検査（血糖値・ＨｂA1c）
　医師による診察

☆肺がん検診
　レントゲン・・・・・・200円
　喀痰・・・・・・・・・700円

☆大腸がん検診
　便検査2日法・・・・500円

☆胃がん検診
　バリウム検査・・・1,000円
※胃がん検診希望者は検診前日の
夜９時までに夕食を済ませ、それ以
降は食べ物、飲み物、ガム、タバ
コ等は一切口にしないで下さい。

☆心電図検査・・・・1,000円

☆眼底検査・・・・・・			600円

＜健診を受ける際の注意事項＞
◆健診当日は、食べ物、飲み物等
は控え、空腹で受診お願いします。

 【お問い合わせ】　健康課（大里庁舎）　TEL 946－8961

◆集団健診に限り非課税世
帯及び生活保護世帯該当者
はがん検診においても料金
免除となります。　

★ 40歳未満健診受診券について★
30 ～ 39 歳については市民税
特別徴収者（会社勤務と思わ
れる方）を除く対象者へ受診
券を発送予定です。20 ～ 29
歳については過去２年で受診
履歴がある方のみ発送予定で
す。集団健診に限り４０歳未
満は受診券が無くても受診で
きますので都合の良い日に受
診されて下さい。
※受診券が届かなかった方で
病院等で健診受診したい方は
健康課まで連絡下さい。

Ж  検査項目・個人負担  Ж

子育て応援特別手当について
目的
　子育て応援特別手当は、「定額給付」と同様に「生活対策」の一環です。
　多子世帯の幼児教育期の負担に配慮する観点から、平成20年度限りの措置として、幼児教育期の第２子以降の子ど
も1人あたり３万６千円を同居している世帯主に支給します。

対象となる子ども
　平成20年度において小学校就学前3年間に該当する子ども（具体的には、生年月日が平成14年 4月2日から平
成17年4月1日までの子ども）であって、第2子以降の子どもが対象となります。
※第2子の判定は、18歳以下の子ども（具体的には生年月日が平成2年4月2日以後の子ども）の中から年齢順に
　第1子、第2子と数えていくこととなります。

申請方法
　4月中旬〜下旬に送付される通知文書に申請書が同封さ
れていますので、郵便で返送するか、南城市	市民福祉部	
児童家庭課（大里庁舎2階）の窓口で直接申請してください。
詳しくは通知文をお読みになり申請して下さい。

注意…手当ての対象となる子どもと第１子が別居しているとき
例：子どもが高校生と4歳児の二人で、高校生が希望する高
校に通うために、南城市以外の市町村に住所を移してい
る場合など

※住民票の情報を元にしているため、別居の子どもに関し
ては情報が無く、通知文をお送りする事が出来ません。
各自で上記により対象となる子供がいるか判断し、児童
家庭課窓口にて申請してください。

※その際は、同じ人に扶養されていることを確認しますので、
申請の際に医療保険の被保険者証の写しなどが必要とな
ります。

お問い合わせ　児童家庭課（大里庁舎）TEL946-8995

　　妊娠週数 23 週まで 4 週間に 1 回
　　妊娠週数 24 ～ 35 週 2 週間に 1 回
　　妊娠 36 週以降 1 週間に 1 回

＊　妊婦健診受診票の項目以外の検査を行った場合、その検査費用は個人負担となります。

☆お問い合わせ☆

健康課（大里庁舎）

TEL 946－8987

お問い合わせ

健康課（大里庁舎）

TEL　946-8961

① 国保加入者 (20 ～ 75歳 )

② 40歳未満の国保・
    社保加入者

③ 40歳 ～75 歳までの社 
会保険加入者で「特定
健診受診券」お持ちの
方。ただし、こちらで
受付できない受診券 ( 健
康保険 ) もあります。事
前に加入している保険
者に確認お願いします。

◆がん検診は全ての方が受 
　 診できます。
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南城市土地利用（都市計画）等「住民説明会」の開催について
　南城市は合併により、同規模の都市計画区域（佐敷地区・大里地区）と区域外（知念地区・玉城地区）が混在することになりま
した。しかも、都市計画区域内のほとんど（96.4％）が、規制が厳しい市街化調整区域であり、規制の緩い区域外とは、土地利
用の面で両極端（アンバランス）の状態となっており、市では現在、土地利用計画（都市計画マスタープラン）の策定作業を進
めているところです。
　今回、策定に向けての住民説明会を4地域で実施し、市の担当者からこれまでの土地利用の状況や今後の方向性などの報告を
行うとともに、市民の皆様からのご意見をお伺いしたいと思います。
　多くの市民の皆様のご参加をよろしくお願い致します。

【日程表】

地域名 場　　　所 日　程 時　間

知念地域 知念社会福祉センター 　4月 20 日（月）

午後 7時
〜

午後 9時

玉城地域 玉城中央公民館 　4月 21 日（火）

佐敷地域 老人福祉センター 　4月 23 日（木）

大里地域 大里農村環境改善センター 　4月 24 日（金）

【お問い合わせ】　都市建設課　土地利用対策室（玉城庁舎）　TEL 948－7146

行政相談委員に
永吉 盛康さん、照屋 盛宏さん
平田 哲也さん、森山 真澄さん
　平成21年4月1日付で総務大臣より上記4人の方が行
政相談委員として再任され、委嘱状が交付されました。
　4人の委員の方々はこれまでの行政相談活動を積極的
に行い、これからも熱意をもって活発な活動が期待できる
ため再任されました。
　行政相談委員は、行政相談委員法に基づき、国の行政
運営の改善等に熱意を有する方に対して、総務大臣が委
嘱するものです。
　国民が、毎日の暮らしの中で感じている国や役所等の
仕事について、苦情や意見・要望を直接受付、その解決、
実現に努めています。
　相談ごとがございましたら、お気軽にご利用下さい。

お問い合わせ：沖縄行政評価事務所
TEL：098-866-0148

家電リサイクル法の対象品目
が追加されます!!
　家電リサイクル法改正により、平成21年4月1日から、
薄型テレビ ( 液晶・プラズマ式 ) 及び衣類乾燥機が対象品
目に追加されます。

　市では、周知期間中(4/1〜 6/30) は粗大ごみとして
収集しますが、7月1日以降は家電リサイクル法対象品目
として収集しません。
　7月1日以降に廃棄される方は、購入された家電店に
引き取りを依頼して下さい。

お問い合わせ　生活環境課 ( 大里庁舎 )
TEL　946-8981

市役所で消費生活相談が
受けられます
消費者問題に関するさまざまな相談に、専門の相談員が
応じます。　

日時：4月14日（火）より、毎週火曜日の10時〜16時まで
（12時〜13時を除く。火曜日が祝祭日の場合は休みです。）

場所：南城市役所大里庁舎	２階西側相談室
　　※直接お越しください。電話相談の場合は、下記番
　　　号へお願いします。

費用：無料

お問い合わせ	生活環境課（大里庁舎）☎ 946－8981

〈相談例〉
・多重債務（サラ金業者数社から借金し、返済がきびしい等）
・架空請求（料金が未納というハガキが届いているが、全
　　　　　く覚えがない等）

・マルチ商法（販売組織に知人を勧誘するだけで手数料
がもらえると言われ商品の一括購入をさ
せられた等）

・不当請求（インターネットの無料出会い系サイトにアク
セスし、高額な料金請求を受けている等）

“墓地経営許可申請等
は市役所で”
沖縄県の事務処理の特例に関する条例の改正により、
平成21年4月1日をもって墓地埋葬法に基づく下記の
事務が南城市に委譲されました。　　　　　　　　　
　　　　　　　
①墓地、納骨堂又は火葬場の経営の許可に関する事務
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
②墓地、納骨堂又は火葬場の変更及び廃止の許可に関
　する事務

③火葬場の立入検査及び墓地、納骨堂又は火葬場の管
　理者からの報告の徴収に関する事務

④墓地、納骨堂若しくは火葬場の施設の整備改善若しく
　はその使用の制限若しくは禁止の命令又は墓地、納
　骨堂若しくは火葬場の経営等の許可の取消に関する
　事務

　これまで県知事許可（保健所長）許可だったのが市長
許可になります。

詳細については生活環境課にお問い合わせください。

お問い合わせ 生活環境課（大里庁舎） TEL 946－8981

平成21年度狂犬病予防集合注射のお知らせ
狂犬病予防法により全ての犬は、登録が義務づけられており、また生後91日以上の犬は年1
回の予防注射を受けなければなりません。かわいい愛犬を狂犬病から守るばかりでなく、人間を
含め、他の動物を狂犬病から守るため、年1回予防注射をすることを義務づけているのです。
南城市では、下記のとおり実施しますので、予防注射を受けるようお知らせします。

4 月 19日（日曜日）

実施場所 予防注射時間 実施場所 予防注射時間

山里  9：10～　9：30　 中山  9：00～　9：20　

志喜屋  9：40～ 10：30　 奥武  9：30～ 10：30　

親慶原 10：40～ 11：50　 志堅原 10：40～ 11：10　

垣花 13：10～ 13：40　 堀川 11：20～ 11：50　

仲村渠 13：50～ 14：10　 富里 13：10～ 13：40　

百名 14：20～ 15：00　 當山 13：50～ 14：20　

新原 15：10～ 15：30　 屋嘉部 14：30～ 14：50　

玉城 15：40～ 16：00　 糸数 15：00～ 15：30　

喜良原 15：40～ 16：00　

4月 26日（日曜日）

実施場所 予防注射時間 実施場所 予防注射時間

船越  9：00～ 10：00　 島袋  9：00～　9：30　

前川 10：10～ 11：00 福原  9：40～ 10：10　

愛地 11：10～ 11：50 当間 10：20～ 10：50

西原 13：10～ 13：30 仲程 11：00～ 11：20

南風原 13：40～ 14：00 大里団地 11：30～ 11：50

平良 14：10～ 14：30 銭又 13：10～ 13：40

古堅 14：40～ 15：00 平川 13：50～ 14：30

嶺井団地 15：10～ 15：30 高宮城 14：40～ 15：00

嶺井 15：40～ 16：00 ニュータウン 15：10～ 15：40

5 月 17日（日曜日）

実施場所 予防注射時間 実施場所 予防注射時間

小谷  9：00～ 　9：40　 具志堅  9：10～　 9：30　

新里  9：50～ 10：40　 知念  9：40～ 10：20　

つきしろ 10：55～ 11：50 吉富 10：30～ 10：50

新開 13：10～ 14：10 久手堅 11：00～ 11：20

兼久 14：20～ 14：50 安座真 11：30～ 12：00

冨祖崎 15：00～ 15：30 知名 13：10～ 13：50

海野 14：00～ 14：20

久原 14：30～ 14：50

仲伊保 15：00～ 15：40

5 月 10日（日曜日）

実施場所 予防注射時間 実施場所 予防注射時間

大城  9：00～ 　9：40　 津波古  9：00～ 10：40　

稲嶺  9：50～ 10：40　 屋比久 10：50～ 11：20

湧稲国 10：50～ 11：10 外間 11：30～ 11：50

目取真 11：20～ 11：50 伊原 13：10～ 13：30

真境名 13：10～ 13：40 佐敷 13：40～ 14：30

稲福 13：50～ 14：10 手登根 14：40～ 15：30

グリーンタウン 14：20～ 15：50

手数料等の種類 金　　　額

狂犬病予防注射料金 2,450 円　　　　　　

注射済票交付手数料 550円　　　　　　

合　　　計 3,000 円　　　　　　

犬の登録手数料 3,000 円

鑑札再交付手数料 1,600 円

犬の登録は生涯に1回だけです。まだ、登録を済ませてない方は登録手数料が必要です。
※場所は各字公民館前でおこないます。お問い合わせ　生活環境課（大里庁舎）　TEL 946－8981

永吉盛康氏
(098-948-1195)

平田哲也氏
(098-947-6332)

照屋盛宏氏
(098-948-1717）

森山真澄氏
(098-945-3784)

液晶テレビ
プラズマ（PDP）テレビ 衣類乾燥機
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　多くの市民の皆様のご参加をよろしくお願い致します。

【日程表】

地域名 場　　　所 日　程 時　間

知念地域 知念社会福祉センター 　4月 20 日（月）

午後 7時
〜

午後 9時

玉城地域 玉城中央公民館 　4月 21 日（火）

佐敷地域 老人福祉センター 　4月 23 日（木）

大里地域 大里農村環境改善センター 　4月 24 日（金）

【お問い合わせ】　都市建設課　土地利用対策室（玉城庁舎）　TEL 948－7146

行政相談委員に
永吉 盛康さん、照屋 盛宏さん
平田 哲也さん、森山 真澄さん
　平成21年4月1日付で総務大臣より上記4人の方が行
政相談委員として再任され、委嘱状が交付されました。
　4人の委員の方々はこれまでの行政相談活動を積極的
に行い、これからも熱意をもって活発な活動が期待できる
ため再任されました。
　行政相談委員は、行政相談委員法に基づき、国の行政
運営の改善等に熱意を有する方に対して、総務大臣が委
嘱するものです。
　国民が、毎日の暮らしの中で感じている国や役所等の
仕事について、苦情や意見・要望を直接受付、その解決、
実現に努めています。
　相談ごとがございましたら、お気軽にご利用下さい。

お問い合わせ：沖縄行政評価事務所
TEL：098-866-0148

家電リサイクル法の対象品目
が追加されます!!
　家電リサイクル法改正により、平成21年4月1日から、
薄型テレビ ( 液晶・プラズマ式 ) 及び衣類乾燥機が対象品
目に追加されます。

　市では、周知期間中(4/1〜 6/30) は粗大ごみとして
収集しますが、7月1日以降は家電リサイクル法対象品目
として収集しません。
　7月1日以降に廃棄される方は、購入された家電店に
引き取りを依頼して下さい。

お問い合わせ　生活環境課 ( 大里庁舎 )
TEL　946-8981

市役所で消費生活相談が
受けられます
消費者問題に関するさまざまな相談に、専門の相談員が
応じます。　

日時：4月14日（火）より、毎週火曜日の10時〜16時まで
（12時〜13時を除く。火曜日が祝祭日の場合は休みです。）

場所：南城市役所大里庁舎	２階西側相談室
　　※直接お越しください。電話相談の場合は、下記番
　　　号へお願いします。

費用：無料

お問い合わせ	生活環境課（大里庁舎）☎ 946－8981

〈相談例〉
・多重債務（サラ金業者数社から借金し、返済がきびしい等）
・架空請求（料金が未納というハガキが届いているが、全
　　　　　く覚えがない等）

・マルチ商法（販売組織に知人を勧誘するだけで手数料
がもらえると言われ商品の一括購入をさ
せられた等）

・不当請求（インターネットの無料出会い系サイトにアク
セスし、高額な料金請求を受けている等）

“墓地経営許可申請等
は市役所で”
沖縄県の事務処理の特例に関する条例の改正により、
平成21年4月1日をもって墓地埋葬法に基づく下記の
事務が南城市に委譲されました。　　　　　　　　　
　　　　　　　
①墓地、納骨堂又は火葬場の経営の許可に関する事務
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
②墓地、納骨堂又は火葬場の変更及び廃止の許可に関
　する事務

③火葬場の立入検査及び墓地、納骨堂又は火葬場の管
　理者からの報告の徴収に関する事務

④墓地、納骨堂若しくは火葬場の施設の整備改善若しく
　はその使用の制限若しくは禁止の命令又は墓地、納
　骨堂若しくは火葬場の経営等の許可の取消に関する
　事務

　これまで県知事許可（保健所長）許可だったのが市長
許可になります。

詳細については生活環境課にお問い合わせください。

お問い合わせ 生活環境課（大里庁舎） TEL 946－8981

平成21年度狂犬病予防集合注射のお知らせ
狂犬病予防法により全ての犬は、登録が義務づけられており、また生後91日以上の犬は年1
回の予防注射を受けなければなりません。かわいい愛犬を狂犬病から守るばかりでなく、人間を
含め、他の動物を狂犬病から守るため、年1回予防注射をすることを義務づけているのです。
南城市では、下記のとおり実施しますので、予防注射を受けるようお知らせします。

4 月 19日（日曜日）

実施場所 予防注射時間 実施場所 予防注射時間

山里  9：10～　9：30　 中山  9：00～　9：20　

志喜屋  9：40～ 10：30　 奥武  9：30～ 10：30　

親慶原 10：40～ 11：50　 志堅原 10：40～ 11：10　

垣花 13：10～ 13：40　 堀川 11：20～ 11：50　

仲村渠 13：50～ 14：10　 富里 13：10～ 13：40　

百名 14：20～ 15：00　 當山 13：50～ 14：20　

新原 15：10～ 15：30　 屋嘉部 14：30～ 14：50　

玉城 15：40～ 16：00　 糸数 15：00～ 15：30　

喜良原 15：40～ 16：00　

4月 26日（日曜日）

実施場所 予防注射時間 実施場所 予防注射時間

船越  9：00～ 10：00　 島袋  9：00～　9：30　

前川 10：10～ 11：00 福原  9：40～ 10：10　

愛地 11：10～ 11：50 当間 10：20～ 10：50

西原 13：10～ 13：30 仲程 11：00～ 11：20

南風原 13：40～ 14：00 大里団地 11：30～ 11：50

平良 14：10～ 14：30 銭又 13：10～ 13：40

古堅 14：40～ 15：00 平川 13：50～ 14：30

嶺井団地 15：10～ 15：30 高宮城 14：40～ 15：00

嶺井 15：40～ 16：00 ニュータウン 15：10～ 15：40

5 月 17日（日曜日）

実施場所 予防注射時間 実施場所 予防注射時間

小谷  9：00～ 　9：40　 具志堅  9：10～　 9：30　

新里  9：50～ 10：40　 知念  9：40～ 10：20　

つきしろ 10：55～ 11：50 吉富 10：30～ 10：50

新開 13：10～ 14：10 久手堅 11：00～ 11：20

兼久 14：20～ 14：50 安座真 11：30～ 12：00

冨祖崎 15：00～ 15：30 知名 13：10～ 13：50

海野 14：00～ 14：20

久原 14：30～ 14：50

仲伊保 15：00～ 15：40

5 月 10日（日曜日）

実施場所 予防注射時間 実施場所 予防注射時間

大城  9：00～ 　9：40　 津波古  9：00～ 10：40　

稲嶺  9：50～ 10：40　 屋比久 10：50～ 11：20

湧稲国 10：50～ 11：10 外間 11：30～ 11：50

目取真 11：20～ 11：50 伊原 13：10～ 13：30

真境名 13：10～ 13：40 佐敷 13：40～ 14：30

稲福 13：50～ 14：10 手登根 14：40～ 15：30

グリーンタウン 14：20～ 15：50

手数料等の種類 金　　　額

狂犬病予防注射料金 2,450 円　　　　　　

注射済票交付手数料 550円　　　　　　

合　　　計 3,000 円　　　　　　

犬の登録手数料 3,000 円

鑑札再交付手数料 1,600 円

犬の登録は生涯に1回だけです。まだ、登録を済ませてない方は登録手数料が必要です。
※場所は各字公民館前でおこないます。お問い合わせ　生活環境課（大里庁舎）　TEL 946－8981

永吉盛康氏
(098-948-1195)

平田哲也氏
(098-947-6332)

照屋盛宏氏
(098-948-1717）

森山真澄氏
(098-945-3784)

液晶テレビ
プラズマ（PDP）テレビ 衣類乾燥機
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固定資産税の減免について

次のような納税者や課税対象に特別の事情があるとき
には、固定資産税の減免が認められる場合があります。

・貧困により、生活のため公私の扶助を受ける者の固定
資産（居住用資産に限る）

・火災、震災、風水害等により損害を受けた固定資産

・公共の用に供する公園・ゲートボール場等

【留意事項】減免の内容により提出書類が変わります
ので、詳細については税務課までお問い
合わせください。また、納期限の 7 日前
までに税務課へ申請してください。

お問い合わせ　
税務課（大里庁舎）　TEL 948－7124

土地価格等縦覧帳簿及び家屋

価格等縦覧帳簿の縦覧

期間：4 月 1 日から 4 月 30 日
場所：大里庁舎　税務課

お問い合わせ
税務課（大里庁舎）TEL 948－7124

危険物取扱者試験
試験日： 6 月 7 日（日）　

試験の種類： 甲　種、乙　種（第１～６類）、丙　種

受験願書受付期間： 4 月 17 日（金）～ 4 月 24 日（金）

受験案内書配布先： 各消防本部、沖縄県宮古事務所総
　　　　　　　　　務課、消防試験研究センター

＜お問い合わせ＞
（財）消防試験研究センター沖縄県支部

〒900-0025 
那覇市壺川 3－２－６ 壺川ビル２階
TEL ８５５－７１０１

ホームページ
http://www.shoubo-shiken.or.jp

島尻消防からのお知らせ
佐敷区域が
島尻消防本部へ移管されます 
　4つの町村が合併して早くも3年目を迎える事になり
ました。住民の皆様、これまで消防行政に多大なるご協
力、ご支援をいただき、誠に感謝申し上げます。
　さて、平成21年4月1日（水）より東部消防組合消防
本部の管轄区域でありました、南城市佐敷区域が島尻
消防本部に移管することが正式決定いたしました。
　これにより、平成18年1月1日に配置されました知念
詰め所が閉鎖されます。又、佐敷区域の携帯電話119
番収受についても現行の東部消防組合消防本部から
島尻消防本部へ切り替えられます。今後も地域住民の
サービス向上が提供できるように全力を尽くし、住民が
安全・安心して暮らせるよう、80名の職員が一丸となっ
て努力していく所存であります。常に地域住民のニー
ズに応えられるよう、日々の訓練を欠かさず、住民の生
命、身体、財産を火災等から守ることを第一と考えており
ますので、住民の皆様のご声援をよろしくお願い致しま
す。

島尻消防、清掃組合消防本部
消防長　比屋根　陽文

お問い合わせ
本 部：948－2512　

署 ：948－2763
F A X：948－7169　

糸数コミュニティセンターが完成

　旧公民館の老朽化により建設が待ち望まれていた糸
数コミュニティセンターが、地域の健全な発展を図るこ
とを目的とする平成２０年度の自治宝くじ助成を受けて、
２月に完成した。
　事業費は、5,000万円（内訳・自治宝くじ助成1,500
万円、自治会負担3,500万円）
　施設の概要は、鉄筋コンクリート造２階建て、延べ床面
積267.52㎡で、会議室、事務室、調理実習室、倉庫等
が完備されている。自治会の拠点施設となり地域文化
の継承保存、青少年健全育成、健康づくり活動などのコ
ミュニティ活動の場として大いに期待がされる。

水道料金のお支払いは、便利な口座振替で！！
◎ 口座振替のお申し込み手続きはとても簡単です !!
　口座振替を希望する金融機関の窓口へ、下記のものをご持参の上、直接お申
し込み下さい。
　●水道番号の記載された検針のお知らせや領収書等
　●預金通帳
　●金融機関への通帳お届け印
　｢口座振替依頼書｣ は、県内各金融機関（ゆうちょ
銀行含む）の窓口に準備されております。

◎ 口座振替日は、毎月 22 日です。　◆再振替は行っておりません。
　※但し、金融機関の休業日にあたる場合は、翌営業日になります。

　※検針の際にお届けしています検針票に、「口座振替済のお知らせ」を記載しており、こ
れが領収書の代わりになりますのでご確認下さい。
◎ 振替口座の変更も、簡単に手続きできます !!

　振替口座を変更される場合は、新規の申し込みと同様のお手続きが
　必要です。
　変更を希望する金融機関（ゆうちょ銀行含む）の窓口へ直接お申し
　込み下さい。

《お問い合わせ》水道総務課（大里庁舎）  TEL 946－8993  FAX 946－8988

《注意》 口座振替は、お申込みされて所定の手続き
が完了した以降の料金から適用させていただきます。

残高不足等によりお振替が出来なかった場合には、振替の翌月に
督促状を送付しておりますので、各金融機関の窓口（ゆうちょ銀
行を除く）か、指定のコンビニエンスストア、南城市各庁舎の窓
口等で、指定期日までにお支払いください。

チャレンジデー
2009　対戦相手

が決定しました

開催日　5月27日(水）

対戦相手
徳島県三好（みよし）市　
人口 32,592 人

富山県砺波 ( となみ）市　
人口 49,467 人

今回の相手は
2 市に決定！

お問い合わせ
生涯学習課 ( 大里庁舎）

TEL 947－6017

料金のお支払いは
簡 単・ 便 利 な
口 座 振 替 で!!

佐敷出張所：947－0124　　
F A X：947－0124



図書館だより 知念図書館 ☎948－7340
佐敷分館 ☎947－1100
玉城分館 ☎948－7320
大里分館 ☎946－9512

南城
市立

おすすめ本 忙しい 4月は読みやすい本を紹介します。（ は所蔵館を表しています）

『小学生までに身につ
ける子どもの作法』

野口芳宏 /著
小学生までにぜひとも身につけ
たい作法を親子で学べるガイド
ブック。挨拶の作法・話す時
と聞く時の作法・食事の作法・
街を歩く時の作法・手紙やメー
ルを書くときの作法について、
可愛い絵とともに子どもにもわか
りやすく紹介。

『いろいろあるのよ、主
婦だって！』

カータン/著
　４０歳を越えた元客室乗務員
の主婦カータンが描く、懐かし
の昭和ネタにはじまり、胸キュン
妄想ネタ、爆笑家族ネタが満載！
笑いで病気やストレスを吹っ飛ば
してみては？

『幸運を呼ぶ　パワース
トーン・ジュエリー事典』

成美堂出版編集部
　有名なパワーストーンを、
石が持つパワーやコーディネ
イトのコツと一緒に紹介。い
ろんな宝石が載っているので
見るだけでも楽しめます。

『よこしまくん』
大森裕子 /著

　よこしまのシャツを着た真っ白
なフェレットのよこしまくん。ちょっ
と生意気でみえっぱりのよこしま
くんは、「ラッキーアイテムは新
品のボーダー服」という占いを
信じて外出します。生意気だけ
どどこか可愛いよこしまくんに癒
されます。

大 玉 知佐

4月
日 月 火 水 木 金 土

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

1 2 3 4

5月
日 月 火 水 木 金 土

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24
31
25 26 27 28 29 30

1 2

としょかんカレンダー

おやすみ・開館じかん
定期休館日 館内整理日

知念・玉城図書館 毎週月曜日 毎月第３木曜日

佐敷・大里図書館 毎週火曜日 毎月第４木曜日

平　日：午前 9時～午後 6時　
土・日：午前 9時～午後 5時
＊12時～13時は休憩時間のため閉館いたします。29(水)　昭和の日 3(日)　憲法記念日

4(月)　みどりの日

　入園・入学・入社…人生の節目のスタートとなる４月になりました。新しいことだらけでワクワクしたり
ドキドキしたり。心がなんだか落ち着かず、いつもより時間が早く過ぎるように感じます。そういうときは
周りの景色をみながら深呼吸をしてみましょう。色とりどりの花や鳥のさえずり・木々の葉っぱから差し込
む光は明るくて、きっと「よし！頑張ろう」とやる気を引き出してくれます。

図書館へ行った
ことがある

図書館の場所
を知っている

「図書館は古い
本ばかり」という
イメージ

新しいものに
敏感だ

利用者カードを
もっている

初めて利用される「図書館デビュー」の方も、よく
利用される「リピーター」の方も、本選びのヒント
になると思いますよ！ 図書館は無料で利用できる公共施設

です。南城市では１枚の利用者カー
ドで４館（知念図書館・佐敷・玉城・
大里分館）のご利用が可能です。　
申し込みは簡単！身分証明書を用意
し、近くの図書館へお越し下さい。

古い本も大事だけど、新しい情報を
キャッチできるのも図書館の魅力。
「オレンジページ」「CanCam」「文
藝春秋」…など約５０種類の雑誌も
所蔵しています。（貸出はバックナ
ンバーのみ。最新号は館内でお読み
下さい）

「ぐりとぐら」「かいけつゾロリ」シ
リーズや村上春樹作品など、長い間
読まれている本も所蔵。読み忘れて
しまった・もう一度読みたい本が
きっとあります。

だったあなたは…

だったあなたは…

だったあなたは…

さあ！利用者カードをもっていざ出発！

１人５冊まで２週間の本の時間を楽しんで下さい♪

5(火)　こどもの日
6(水)　振替休日

南城市役所南城市役所南城市役所

おでかけ前に確
認を！

今月の予定行事カレンダー今月の予定行事カレンダー

下水道の接続推進にご協力を！下水道の接続推進にご協力を！
下水道接続率

無料法律相談

5 日

6 月

7 火

8 水 BCG予防接種（対象：生後3ヶ月～6ヶ月未満）
受付15：30～16：00　沖縄県総合保健協会（南部保健所隣り）

9 木 １歳半健診　総合保健福祉センター 
受付13：30～15：00

10 金 旧3月15日
三月ウマチー

11 土

12 日

13 月

14 火

15 水

16 木 3歳児健診　総合保健福祉センター
受付13：30～15：00

17 金

18 土 定額給付金一斉受付　9：00～17：00

19 日 定額給付金一斉受付　9：00～17：00
狂犬病予防集合注射

20 月 南城市土地利用（都市計画）等住民説明会
知念社会福祉センター　19：00～21:00

21 火 南城市土地利用（都市計画）等住民説明会
玉城中央公民館　19：00～21:00

1 金 区長会
特定健診　玉城中央公民館　9:00～11:00

2 土 八十八夜

3 日 憲法記念日

4 月 みどりの日

5 火 こどもの日

22 水

23 木 南城市土地利用（都市計画）等住民説明会
佐敷老人福祉センター　19：00～21:00

24 金 南城市土地利用（都市計画）等住民説明会
大里農村環境改善センター　19：00～21:00

25 土 旧4月1日

26 日 狂犬病予防集合注射

27 月 特定健診　玉城中央公民館　9:00～11:00

28 火 特定健診　玉城中央公民館　9:00～11:00

29 水 昭和の日

30 木 特定健診　玉城中央公民館　9:00～11:00

4

5

月

月

April

May

農漁業集落排水事業 行政人口 接続可能人数 整備率 接続人数 接続率

大里地区 12,254 4,044 33.0％ 3,980 98.4％ 

玉城地区 11,254 10,426 92.6％ 6,759 64.8％ 

知念地区 5,516 5,006 90.8％ 2,601 52.0％

合　　計 29,024 19,476 67.1％ 13,340 68.5％

公共下水道事業 行政人口 接続可能人数 整備率 接続人数 接続率

佐敷地区 11,478 5,604 48.8％ 2,278 40.6％

市全体 40,502 25,080 61.9％ 15,618 62.3％

※佐敷地区：2月より接続可能人口の増

平成21年2月末 無料法律相談を実施します。身近なお悩み（例えば、土地問題など）につい
てお気軽にご相談ください。

〈4月の相談日〉 〈5月の相談日〉
日時　4月9日（木）15：00～17：00
場所　南城市役所大里庁舎1階　相談室

日時　5月14日（木）15：00～17：00
場所　南城市佐敷文化センター2階　洋会議室

相　談　員　弁護士　永
ながよし

吉　盛
せいげん

元
相談対象者　南城市内に在住の方　
※事前電話予約可能（相談日の１ヶ月前から受付します）
（月～金　9：00～12：00　13：00～17：00　祝祭日除く）
※相談人員は毎月、事前予約と当日受付を含めて７人に達し次第、受付終
了となります。ご了承ください。

▼お問い合わせ　総務課（玉城庁舎）　TEL 948－7111

 

４月８日（水）市立小中学校入学式 

４月９日（木）市立幼稚園入園式
 

図書館だより 知念図書館 ☎948－7340
佐敷分館 ☎947－1100
玉城分館 ☎948－7320
大里分館 ☎946－9512

南城
市立

おすすめ本 忙しい 4月は読みやすい本を紹介します。（ は所蔵館を表しています）

『小学生までに身につ
ける子どもの作法』

野口芳宏 /著
小学生までにぜひとも身につけ
たい作法を親子で学べるガイド
ブック。挨拶の作法・話す時
と聞く時の作法・食事の作法・
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ルを書くときの作法について、
可愛い絵とともに子どもにもわか
りやすく紹介。

『いろいろあるのよ、主
婦だって！』
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19 日 定額給付金一斉受付　9：00～17：00
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23 木 南城市土地利用（都市計画）等住民説明会
佐敷老人福祉センター　19：00～21:00
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25 土 旧4月1日
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